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七
十
六 

「
追
記
」
は
後
日
の
追
加
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
に
、
死
後

の
世
界
観
が
提
示
さ
れ
た
。「
煉
獄
」
が
熱
く
苦
し
い
場
所
で
あ
る
と
表

現
さ
れ
、
日
本
仏
教
の
灼
熱
地
獄
の
思
想
が
融
合
さ
れ
て
い
る
。

主
要
文
献

　

田
北
耕
也
（
校
注
）「
天
地
始
之
事
」、『
キ
リ
シ
タ
ン
書
・
排
耶
書
』
一
九
七
〇
年
、

岩
波
書
店
、
三
八
一
〜
四
〇
九
頁
。

参
考
文
献

　

遠
藤
周
作
「
日
本
の
泥
沼
の
中
で
―
か
く
れ
切
支
丹
考
」『
切
支
丹
時
代
』

一
九
七
九
年
・
一
九
九
二
年
、
小
学
館
、
一
四
四
頁
。

　

片
岡
照
子　
「
天
地
始
之
事
―
キ
リ
シ
タ
ン
土
着
化
へ
の
一
つ
の
試
み
―
」
白
百

合
女
子
大
学
研
究
紀
要
一
九
七
五
年
、
一
一
号
、
一
三
〜
三
二
頁
。

　

河
合
隼
雄　
「
日
本
人
の
宗
教
性
と
モ
ノ
」、『
日
常
性
の
な
か
の
宗
教
』
一
九
九
一

年
、
南
窓
社
、
一
八
〜
二
九
頁
。

　

谷
川
健
一　
「
わ
た
し
の
『
天
地
始
之
事
』」、『
谷
川
健
一
著
作
集
一
〇
』

一
九
八
六
年
・
一
九
九
五
年
、
三
一
書
房
、
一
三
五
〜
二
四
〇
頁
。

　

寺
石
悦
章　
「『
天
地
始
之
事
』
に
お
け
る
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
」
四
日
市
大
学
総
合

政
策
学
部
論
集
六
、二
〇
〇
七
年
、
三
七
〜
四
七
頁
。

　

長
谷
川
（
間
瀬
）
恵
美
「
隠
れ
（Crypto

）
の
信
仰
・
生
き
方
に
学
ぶ
―
キ
リ
ス

ト
教
の
実
生
化
―
」遠
藤
周
作
研
究
第
四
号
、二
〇
一
一
年
、（
一
）-（
一
六
）頁
。

　

│
「
キ
リ
ス
ト
教
の
実み
し
ょ
う
か

生
化
―
宗
教
と
文
化
の
出
会
い
の
一
考
察
」、『
日

本
の
近
代
化
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』
二
〇
一
二
年
、
教
文
館
、
一
九
五

〜
二
一
一
頁
。

　

松
藤
英
恵　
「
キ
リ
シ
タ
ン
書
『
天
地
始
之
事
』
第
一
節
と
キ
リ
シ
タ
ン
絵
画
『
聖

ミ
カ
エ
ル
の
聖
絵
』
に
於
け
る
ル
シ
フ
ェ
ル
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
日
本
比
較
文
学

会
二
〇
〇
〇
年
、
四
三
号
、
七
〜
二
一
頁

　

宮
崎
賢
太
郎　
「『
天
地
始
之
事
』
に
み
る
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
救
済
観
」
宗
教
研

究
七
〇
号
、
一
九
九
六
年
、
七
三
〜
九
六
頁
。
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史
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ワ
ー
ド　
散
文
の
発
達
史　

散
文
へ
の
歌
謡
受
容　

漢
文
と
倭
文　

韻
文
表
現
の
精
神

一
、
は
じ
め
に

　
『
古
事
記
』
に
は
百
十
三
首
、『
日
本
書
紀
』
に
は
百
二
十
八
首
の
歌
謡

が
散
文
表
現
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る一
。
八
世
紀
の
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
『
古

事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
散
文
表
現
に
こ
れ
だ
け
の
歌
謡
が
織
り
込
ま

れ
た
理
由
は
何
か
。『
古
事
記
』
の
歌
謡
受
容
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
要
請

に
応
え
る
た
め
に
発
見
さ
れ
た
、
散
文
と
歌
謡
が
相
互
に
深
め
合
う
文
学

的
達
成
と
い
う
意
見
が
学
界
の
主
流
の
よ
う
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
の
歌

謡
受
容
に
つ
い
て
は
、「
歌
の
機
能
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
歴
史
叙
述
」
と
す

る
意
見
が
大
方
の
支
持
を
得
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
説
は
、

記
紀
の
叙
述
に
お
け
る
歌
謡
の
果
た
す
表
現
機
能
の
重
要
性
を
強
調
す
る

と
こ
ろ
に
共
通
す
る
特
徴
を
見
せ
る
。
そ
し
て
、
歌
謡
表
現
の
重
要
性
の

発
見
の
上
に
立
っ
て
、『
古
事
記
』
に
は
文
学
的
達
成
、『
日
本
書
紀
』
に

は
歴
史
叙
述
の
達
成
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
記
紀
の
叙
述
に
お
け
る
歌
謡

が
軽
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
は
広
く
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
記
紀
の
文
章
を
形
成
す
る
本
体
で
あ
る
は
ず
の
散
文
に
こ
れ
だ

け
の
韻
文
で
あ
る
歌
謡
を
、
記
紀
散
文
表
現
を
助
け
る
役
割
を
担
う
重
要

な
表
現
要
素
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
契
機
は
何
で
あ
る
か
。

そ
し
て
、
一
言
散
文
と
言
っ
て
も
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
目
指

す
散
文
表
現
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
は
最
高
水
準
の
漢
文
、

本
格
的
な
漢
文
正
史
を
目
指
し
た
。
一
方
、『
古
事
記
』
は
漢
文
を
退
け
、

ヤ
マ
ト
コ
ト
バ
に
よ
る
散
文
表
現
を
志
向
し
た
。
対
立
す
る
立
場
に
立
つ

記
紀
の
散
文
に
お
け
る
歌
謡
の
あ
り
方
、
言
い
換
え
れ
ば
、
歌
謡
を
受
け

容
れ
る
散
文
の
受
容
の
姿
勢
が
当
然
同
じ
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
歌
謡
受

容
の
姿
勢
に
相
異
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
の
問

題
が
当
然
提
起
さ
れ
る
。
卑
見
に
よ
れ
ば
、
歌
謡
受
容
の
契
機
も
、
歌
謡

受
容
の
姿
勢
の
相
異
も
散
文
発
達
史
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
方
向
に
ア
プ

ロ
ー
チ
の
光
源
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

二
、
古
代
人
に
と
っ
て
の
韻
文
表
現　
　

　
『
伊
勢
物
語
』
を
代
表
と
す
る
歌
物
語
、『
源
氏
物
語
』
を
頂
点
と
す
る
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開
国
後
、
先
祖
代
々
の
教
え
を
守
り
通
し
た
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
、

待
ち
望
ん
だ
神
父
が
戻
っ
て
き
た
後
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
属
す
る
者
た

ち
、
自
分
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
た
仏
教
徒
と
し
て
生
き
る
者
た
ち
、
そ
し

て
「
は
な
れ
」
と
別
称
で
呼
ば
れ
な
が
ら
先
祖
代
々
の
教
え
を
守
り
続
け

る
者
た
ち
（
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
）、
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
。

　

宣
教
師
が
「
奇
怪
な
伝
説
を
交
え
た
、
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
」
と
し

て
処
分
し
た
物
語
『
天
地
始
之
事
』
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
が
大

切
に
守
り
伝
え
て
き
た
信
仰
の
書
物
で
あ
り
、
聖
典
で
あ
る
。
異
文
化
に

キ
リ
ス
ト
教
が
実み

し
ょ
う
か

生
化
（
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
す
る
形
態
を
研

究
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、『
天
地
始
之
事
』
を
現
代
語
に
訳
す

こ
と
は
、
日
本
人
が
独
自
の
解
釈
を
加
え
て
キ
リ
ス
ト
教
（
一
神
教
）
を

理
解
し
た
過
程
を
紹
介
す
る
試
み
と
な
っ
た
。

　

現
代
語
訳
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
若
者
た
ち
が
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン

の
信
仰
を
感
じ
、
異
文
化
に
土
着
し
実
生
化
し
た
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て

の
考
え
を
深
め
る
機
縁
（
き
っ
か
け
）
に
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

注四
十
三 

「
ば
ら
ん
堂
」
は
、
ロ
ー
マ
の
四
大
聖
堂
バ
ジ
リ
カ
式
建
設
聖
堂
の
転
化
。

「
学
匠
等
」
は
学
問
の
師
匠
で
あ
る
仏
僧
「
学
匠
等
（
が
く
じ
う
ら
）」
が

固
有
名
詞
化
し
た
。

四
十
四 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
二
章
四
一
節
〜
（
神
殿
で
の
少
年
イ
エ
ス
）。
四
六

節
「
三
日
の
後
、
イ
エ
ス
が
神
殿
の
境
内
で
学
者
た
ち
の
真
ん
中
に
座
り
、

話
を
聞
い
た
り
質
問
し
て
お
ら
れ
る
の
を
見
つ
け
た
。」

四
十
五 

挿
絵
「
十
五
玄
義
図
」
参
照
。
十
五
玄
義
図
は
民
衆
の
キ
リ
ス
ト
教
化
の

た
め
に
描
か
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
絵
解
き
物
語
（
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
）
と

し
て
継
承
し
た
。
五
つ
ず
つ「
喜
び
」「
悲
し
み
」「
栄
光
」の
玄
義
図
が
描

か
れ
て
い
る
。
朝
の
五
カ
条
の
祈
り
は
「
喜
び
の
五
玄
義
」
：
受
胎
告
知
、

聖
母
の
訪
問
、
イ
エ
ス
の
降
誕
、
イ
エ
ス
の
神
殿
奉
献
、
イ
エ
ス
の
博
士

と
の
議
論
ま
で
。
後
出
の
「
昼
五
カ
条
の
受
難
の
祈
り
」
と
は
、「
悲
し

み
の
五
玄
義
」：
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
園
で
の
祈
り
、
イ
エ
ス
の
鞭
う
ち
、
荊

冠
、
十
字
架
の
道
、
磔
刑
ま
で
。「
夕
五
カ
条
の
復
活
の
祈
り
」
は
、「
栄
光

の
五
玄
義
」：
キ
リ
ス
ト
の
復
活
、
昇
天
、
聖
霊
降
臨
、
聖
母
の
被
昇
天
、

聖
母
戴
冠
ま
で
で
あ
る
。キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
、朝
昼
晩
に
分
け
て
祈
っ
た
。

 

　

挿
絵
の
十
五
玄
義
図
は
一
九
二
〇
年
に
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
ヒ
ュ
ー
ゼ
神

父
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
持
参
し
て
黒
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
託
し
た
も
の
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
第
二
次
世
界
の
時
に
焼
失
さ
れ
た
。
こ
の
模
写
図
は
昭
和

二
三
年
に
長
崎
市
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

四
十
六 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
二
章
四
二
節
〜
（
神
殿
で
学
者
た
ち
と
議
論
を
す
る

少
年
イ
エ
ス
）。
少
年
イ
エ
ス
が
「
仏
教
徒
」
を
相
手
と
し
た
宗
教
論
争

を
行
っ
た
と
い
う
解
釈
は
当
時
の
宣
教
師
の
宗
論
相
手
が
仏
教
僧
で
あ
っ

た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
使
徒
言
行
録
一
七
章
一
六
節
〜
で
は
、
イ
エ

ス
の
使
徒
パ
ウ
ロ
が
、
ア
テ
ネ
で
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
や
ス
ト
ア
派
の
幾
人
か

の
哲
学
者
と
討
論
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

四
十
七 

ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
一
四
章
二
十
節
を
参
照
。
千
六
百
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
は
約

七
五
里
、
三
〇
〇
キ
ロ
。

四
十
八 

マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
三
章
十
三
節
〜
（
十
二
人
を
選
ぶ
）。
し
か
し
イ

エ
ス
は
一
度
に
弟
子
を
選
び
、
洗
礼
を
授
け
て
使
徒
と
し
た
の
で
は
な
い
。

四
十
九 

サ
ン
タ
・
エ
ク
レ
シ
ア
を
訳
す
と
「
聖
な
る
教
会
」
と
な
り
、
教
会
一
般

を
指
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
ロ
ー
マ
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
を
表

す
（
使
徒
ペ
テ
ロ
の
墓
の
上
に
建
立
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総
本
山
）。

サ
ン
は
聖
な
る
と
い
う
意
味
だ
が
、
潜
伏
時
代
に
キ
リ
シ
タ
ン
は
「
三
」

と
い
う
数
字
で
記
し
、
象
徴
的
数
字
（
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
）
と

し
て
伝
承
し
た
。
平
た
い
石
が
「
三
ヘ
イ
ト
ロ
・
平
と
ろ
（
聖
ペ
テ
ロ
」」、

丸
い
石
は「
三
タ
マ
リ
ア
・
丸
や（
聖
マ
リ
ア
）」と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

五
十 

「
死
」
を
意
味
す
る
「
四｣

が
象
徴
的
数
字
（
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
）

と
し
て
提
示
さ
れ
、
皆
殺
し
に
さ
れ
た
幼
児
の
数
を
誇
張
し
て
い
る
。
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五
十
一 

西
方
ラ
テ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
に
よ
る

死
は
、
人
間
の
「
罪
」
の
償
い
の
行
為
（
代
償
説
）
で
あ
り
、
こ
の
贖
罪

の
教
義
は
、
救
済
論
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
き
わ
め
て
重
要
な
教
義
と

し
て
継
承
さ
れ
る
（
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
十
章
四
五
節
）。

 

　

当
時
の
外
海
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
間
で
は
、
貧
し
い
が
ゆ
え
に
赤
子

の
「
間
引
き
」
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
。
人
々
の
罪
意
識
は
、
イ
エ
ス

が
日
本
の
貧
し
い
農
民
や
漁
民
の
た
め
の
贖
罪
者
で
あ
る
と
納
得
さ
せ
た

と
解
釈
で
き
る
。

五
十
二 

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
「
悲
し
み
の
五
玄
義
」
第
一
図
（
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
園

で
の
祈
り
）
に
相
当
す
る
。

五
十
三 

ユ
ダ
の
裏
切
り
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
十
四

章
十
節
「
わ
た
し
と
一
緒
に
鉢
に
食
べ
物
を
浸
し
て
い
る
者
が
そ
れ
だ

…
。」
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
六
章
一
四
節
〜
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書

二
二
章
四
三
節
〜
。

五
十
四 

十
ダ
ツ
（
ユ
ダ
）
が
食
事
を
し
て
は
な
ら
な
い
断
食
の
水
曜
日
で
あ
る
の

に
、掟
を
守
ら
ず
普
段
通
り
食
事
を
取
っ
て
い
る
様
子
か
ら
、悪
心
が
募
っ

た
様
子
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

五
十
五 

キ
リ
ス
ト
が
「
和
尚
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
の
は
こ
の
個
所
の
み
。
キ
リ

シ
タ
ン
の
複
雑
な
心
理
が
仮
託
さ
れ
て
い
る
。

五
十
六 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
七
章
三
節
〜
。
ユ
ダ
が
自
殺
し
た
場
所
は
、「
血

の
畑
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

五
十
七 

ロ
ー
マ
総
督
ポ
ン
テ
オ
・
ピ
ラ
ト
の
名
前
が
二
人
の
家
老
の
名
前
と
し
て

伝
承
さ
れ
て
い
る
。
前
編
註
三
六
参
照
。

五
十
八 

主
イ
エ
ス
の
寛
大
な
慈
悲
の
心
が
説
か
れ
、
同
時
に
自
殺
者
の
霊
だ
け
は

救
済
さ
れ
な
い
と
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
間
で
教

義
化
さ
れ
る
。

五
十
九 

イ
エ
ス
が
捕
ま
る
の
は
エ
ル
サ
レ
ム
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
で
は
な
い
。
地
理

の
知
識
が
な
い
た
め
、
地
名
は
間
違
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

六
十 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
七
章
二
九
節
で
は
、「
茨
で
冠
を
編
ん
で
頭
に

載
せ
、
ま
た
、
右
手
に
葦
の
棒
を
持
た
せ
て
、」
と
侮
辱
さ
れ
る
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。

六
十
一 

「
三
」
は
象
徴
的
数
字
（
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
）。
聖
な
る
島
、
聖

三
位
一
体
の
島
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
。

六
十
二 

十
字
架
を
つ
く
る
材
料
と
な
っ
た
ク
ロ
ウ
ス
の
木
は
宇
宙
樹
（
世
界
樹
）

の
象
徴
だ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。

六
十
三 

聖
骸
布
を
め
ぐ
る
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
の
話
は
、
聖
書
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

西
洋
の
民
間
伝
承
。

六
十
四 

前
編
九
頁
参
照
。
こ
の
瘡
子
の
話
は
聖
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

六
十
五 

受
難
の
祈
り
。
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
「
悲
し
み
の
五
玄
義
」
を
観
想
し
つ

つ
祈
っ
た
。

六
十
六 

盲
人
の
眼
を
開
く
話
は
、
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
九
章
二
七
節
〜
。
し
か

し
福
音
書
で
は
、
信
仰
が
二
人
の
眼
を
開
か
せ
た
と
イ
エ
ス
は
神
の
栄
光

の
現
れ
を
説
い
た
。
こ
こ
で
は
曲
解
さ
れ
て
い
る
。

六
十
七 

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
二
〇
章
十
二
節
「
イ
エ
ス
の
遺
体
の
置
い
て
あ
っ

た
所
に
、
白
い
衣
を
着
た
二
人
の
天
使
が
見
え
た
。
一
人
は
頭
の
方
に
、

も
う
一
人
は
足
の
方
に
座
っ
て
い
た
。」

六
十
八 

イ
エ
ス
の
昇
天
は
、
復
活
後
の
四
〇
日
目
で
あ
り
、
三
日
と
は
、
死
後
復

活
ま
で
の
日
数
で
あ
る
。
日
数
の
混
入
が
見
ら
れ
る
。

六
十
九 

夕
五
カ
条
の
復
活
の
祈
り
は
、「
栄
光
の
五
玄
義
」
に
あ
た
る
。
祈
り
の

成
立
を
祝
う
日
と
さ
れ
る
。

七
十 

三
位
一
体
の
教
義
の
説
明
。
し
か
し
、
御
母
マ
リ
ア
が
聖
霊
の
役
目
と
い

う
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
独
自
の
誤
解
釈
で
あ
る
。

七
十
一 

キ
リ
シ
タ
ン
の
間
で
は
、
洗
礼
の
際
に
、
抱
き
親
の
洗
礼
名
を
も
ら
う
。

イ
エ
ス
は
、
御
身
様
、
御
主
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
名
前
（
イ
エ
ズ
ス
）
を

得
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
前
編
註
二
〇
参
照
。

七
十
二 

前
編
五
頁
の
挿
絵
、
外
海
地
方
に
伝
わ
る
聖
図
「
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
と
槍

で
突
か
れ
た
悪
魔
」
参
照
。

七
十
三 

黙
示
録
に
お
い
て
は
数
字
の
「
七
」
が
災
い
を
意
味
す
る
象
徴
的
数
字
（
シ

ン
ボ
リ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
）
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。。

七
十
四 
こ
の
教
え
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
間
で
は
、
死
者
の
火
葬
は

許
さ
れ
な
か
っ
た
。

七
十
五 

「
お
授
け
（
洗
礼
）」
の
儀
式
（
洗
礼
時
に
額
に
十
字
を
指
で
記
す
）
が
キ

リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
い
か
に
大
切
な
宗
教
儀
礼
で
あ
り
、
そ
の
儀
式
に
お

け
る
痕
跡
が
大
切
な
「
救
済
」
の
基
準
と
さ
れ
て
い
た
か
が
伺
え
る
。
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開
国
後
、
先
祖
代
々
の
教
え
を
守
り
通
し
た
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
、

待
ち
望
ん
だ
神
父
が
戻
っ
て
き
た
後
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
属
す
る
者
た

ち
、
自
分
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
た
仏
教
徒
と
し
て
生
き
る
者
た
ち
、
そ
し

て
「
は
な
れ
」
と
別
称
で
呼
ば
れ
な
が
ら
先
祖
代
々
の
教
え
を
守
り
続
け

る
者
た
ち
（
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
）、
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
。

　

宣
教
師
が
「
奇
怪
な
伝
説
を
交
え
た
、
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
」
と
し

て
処
分
し
た
物
語
『
天
地
始
之
事
』
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
が
大

切
に
守
り
伝
え
て
き
た
信
仰
の
書
物
で
あ
り
、
聖
典
で
あ
る
。
異
文
化
に

キ
リ
ス
ト
教
が
実み

し
ょ
う
か

生
化
（
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
す
る
形
態
を
研

究
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、『
天
地
始
之
事
』
を
現
代
語
に
訳
す

こ
と
は
、
日
本
人
が
独
自
の
解
釈
を
加
え
て
キ
リ
ス
ト
教
（
一
神
教
）
を

理
解
し
た
過
程
を
紹
介
す
る
試
み
と
な
っ
た
。

　

現
代
語
訳
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
若
者
た
ち
が
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン

の
信
仰
を
感
じ
、
異
文
化
に
土
着
し
実
生
化
し
た
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て

の
考
え
を
深
め
る
機
縁
（
き
っ
か
け
）
に
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

注四
十
三 

「
ば
ら
ん
堂
」
は
、
ロ
ー
マ
の
四
大
聖
堂
バ
ジ
リ
カ
式
建
設
聖
堂
の
転
化
。

「
学
匠
等
」
は
学
問
の
師
匠
で
あ
る
仏
僧
「
学
匠
等
（
が
く
じ
う
ら
）」
が

固
有
名
詞
化
し
た
。

四
十
四 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
二
章
四
一
節
〜
（
神
殿
で
の
少
年
イ
エ
ス
）。
四
六

節
「
三
日
の
後
、
イ
エ
ス
が
神
殿
の
境
内
で
学
者
た
ち
の
真
ん
中
に
座
り
、

話
を
聞
い
た
り
質
問
し
て
お
ら
れ
る
の
を
見
つ
け
た
。」

四
十
五 

挿
絵
「
十
五
玄
義
図
」
参
照
。
十
五
玄
義
図
は
民
衆
の
キ
リ
ス
ト
教
化
の

た
め
に
描
か
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
絵
解
き
物
語
（
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
）
と

し
て
継
承
し
た
。
五
つ
ず
つ「
喜
び
」「
悲
し
み
」「
栄
光
」の
玄
義
図
が
描

か
れ
て
い
る
。
朝
の
五
カ
条
の
祈
り
は
「
喜
び
の
五
玄
義
」
：
受
胎
告
知
、

聖
母
の
訪
問
、
イ
エ
ス
の
降
誕
、
イ
エ
ス
の
神
殿
奉
献
、
イ
エ
ス
の
博
士

と
の
議
論
ま
で
。
後
出
の
「
昼
五
カ
条
の
受
難
の
祈
り
」
と
は
、「
悲
し

み
の
五
玄
義
」：
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
園
で
の
祈
り
、
イ
エ
ス
の
鞭
う
ち
、
荊

冠
、
十
字
架
の
道
、
磔
刑
ま
で
。「
夕
五
カ
条
の
復
活
の
祈
り
」
は
、「
栄
光

の
五
玄
義
」：
キ
リ
ス
ト
の
復
活
、
昇
天
、
聖
霊
降
臨
、
聖
母
の
被
昇
天
、

聖
母
戴
冠
ま
で
で
あ
る
。キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
、朝
昼
晩
に
分
け
て
祈
っ
た
。

 

　

挿
絵
の
十
五
玄
義
図
は
一
九
二
〇
年
に
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
ヒ
ュ
ー
ゼ
神

父
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
持
参
し
て
黒
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
託
し
た
も
の
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
第
二
次
世
界
の
時
に
焼
失
さ
れ
た
。
こ
の
模
写
図
は
昭
和

二
三
年
に
長
崎
市
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

四
十
六 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
二
章
四
二
節
〜
（
神
殿
で
学
者
た
ち
と
議
論
を
す
る

少
年
イ
エ
ス
）。
少
年
イ
エ
ス
が
「
仏
教
徒
」
を
相
手
と
し
た
宗
教
論
争

を
行
っ
た
と
い
う
解
釈
は
当
時
の
宣
教
師
の
宗
論
相
手
が
仏
教
僧
で
あ
っ

た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
使
徒
言
行
録
一
七
章
一
六
節
〜
で
は
、
イ
エ

ス
の
使
徒
パ
ウ
ロ
が
、
ア
テ
ネ
で
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
や
ス
ト
ア
派
の
幾
人
か

の
哲
学
者
と
討
論
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

四
十
七 

ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
一
四
章
二
十
節
を
参
照
。
千
六
百
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
は
約

七
五
里
、
三
〇
〇
キ
ロ
。

四
十
八 

マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
三
章
十
三
節
〜
（
十
二
人
を
選
ぶ
）。
し
か
し
イ

エ
ス
は
一
度
に
弟
子
を
選
び
、
洗
礼
を
授
け
て
使
徒
と
し
た
の
で
は
な
い
。

四
十
九 

サ
ン
タ
・
エ
ク
レ
シ
ア
を
訳
す
と
「
聖
な
る
教
会
」
と
な
り
、
教
会
一
般

を
指
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
ロ
ー
マ
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
を
表

す
（
使
徒
ペ
テ
ロ
の
墓
の
上
に
建
立
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総
本
山
）。

サ
ン
は
聖
な
る
と
い
う
意
味
だ
が
、
潜
伏
時
代
に
キ
リ
シ
タ
ン
は
「
三
」

と
い
う
数
字
で
記
し
、
象
徴
的
数
字
（
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
）
と

し
て
伝
承
し
た
。
平
た
い
石
が
「
三
ヘ
イ
ト
ロ
・
平
と
ろ
（
聖
ペ
テ
ロ
」」、

丸
い
石
は「
三
タ
マ
リ
ア
・
丸
や（
聖
マ
リ
ア
）」と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

五
十 

「
死
」
を
意
味
す
る
「
四｣

が
象
徴
的
数
字
（
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
）

と
し
て
提
示
さ
れ
、
皆
殺
し
に
さ
れ
た
幼
児
の
数
を
誇
張
し
て
い
る
。
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五
十
一 

西
方
ラ
テ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
に
よ
る

死
は
、
人
間
の
「
罪
」
の
償
い
の
行
為
（
代
償
説
）
で
あ
り
、
こ
の
贖
罪

の
教
義
は
、
救
済
論
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
き
わ
め
て
重
要
な
教
義
と

し
て
継
承
さ
れ
る
（
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
十
章
四
五
節
）。

 

　

当
時
の
外
海
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
間
で
は
、
貧
し
い
が
ゆ
え
に
赤
子

の
「
間
引
き
」
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
。
人
々
の
罪
意
識
は
、
イ
エ
ス

が
日
本
の
貧
し
い
農
民
や
漁
民
の
た
め
の
贖
罪
者
で
あ
る
と
納
得
さ
せ
た

と
解
釈
で
き
る
。

五
十
二 

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
「
悲
し
み
の
五
玄
義
」
第
一
図
（
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
園

で
の
祈
り
）
に
相
当
す
る
。

五
十
三 

ユ
ダ
の
裏
切
り
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
十
四

章
十
節
「
わ
た
し
と
一
緒
に
鉢
に
食
べ
物
を
浸
し
て
い
る
者
が
そ
れ
だ

…
。」
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
六
章
一
四
節
〜
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書

二
二
章
四
三
節
〜
。

五
十
四 

十
ダ
ツ
（
ユ
ダ
）
が
食
事
を
し
て
は
な
ら
な
い
断
食
の
水
曜
日
で
あ
る
の

に
、掟
を
守
ら
ず
普
段
通
り
食
事
を
取
っ
て
い
る
様
子
か
ら
、悪
心
が
募
っ

た
様
子
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

五
十
五 

キ
リ
ス
ト
が
「
和
尚
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
の
は
こ
の
個
所
の
み
。
キ
リ

シ
タ
ン
の
複
雑
な
心
理
が
仮
託
さ
れ
て
い
る
。

五
十
六 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
七
章
三
節
〜
。
ユ
ダ
が
自
殺
し
た
場
所
は
、「
血

の
畑
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

五
十
七 

ロ
ー
マ
総
督
ポ
ン
テ
オ
・
ピ
ラ
ト
の
名
前
が
二
人
の
家
老
の
名
前
と
し
て

伝
承
さ
れ
て
い
る
。
前
編
註
三
六
参
照
。

五
十
八 

主
イ
エ
ス
の
寛
大
な
慈
悲
の
心
が
説
か
れ
、
同
時
に
自
殺
者
の
霊
だ
け
は

救
済
さ
れ
な
い
と
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
間
で
教

義
化
さ
れ
る
。

五
十
九 

イ
エ
ス
が
捕
ま
る
の
は
エ
ル
サ
レ
ム
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
で
は
な
い
。
地
理

の
知
識
が
な
い
た
め
、
地
名
は
間
違
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

六
十 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
二
七
章
二
九
節
で
は
、「
茨
で
冠
を
編
ん
で
頭
に

載
せ
、
ま
た
、
右
手
に
葦
の
棒
を
持
た
せ
て
、」
と
侮
辱
さ
れ
る
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。

六
十
一 

「
三
」
は
象
徴
的
数
字
（
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
）。
聖
な
る
島
、
聖

三
位
一
体
の
島
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
。

六
十
二 

十
字
架
を
つ
く
る
材
料
と
な
っ
た
ク
ロ
ウ
ス
の
木
は
宇
宙
樹
（
世
界
樹
）

の
象
徴
だ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。

六
十
三 

聖
骸
布
を
め
ぐ
る
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
の
話
は
、
聖
書
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

西
洋
の
民
間
伝
承
。

六
十
四 

前
編
九
頁
参
照
。
こ
の
瘡
子
の
話
は
聖
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

六
十
五 

受
難
の
祈
り
。
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
「
悲
し
み
の
五
玄
義
」
を
観
想
し
つ

つ
祈
っ
た
。

六
十
六 

盲
人
の
眼
を
開
く
話
は
、
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
九
章
二
七
節
〜
。
し
か

し
福
音
書
で
は
、
信
仰
が
二
人
の
眼
を
開
か
せ
た
と
イ
エ
ス
は
神
の
栄
光

の
現
れ
を
説
い
た
。
こ
こ
で
は
曲
解
さ
れ
て
い
る
。

六
十
七 

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
二
〇
章
十
二
節
「
イ
エ
ス
の
遺
体
の
置
い
て
あ
っ

た
所
に
、
白
い
衣
を
着
た
二
人
の
天
使
が
見
え
た
。
一
人
は
頭
の
方
に
、

も
う
一
人
は
足
の
方
に
座
っ
て
い
た
。」

六
十
八 

イ
エ
ス
の
昇
天
は
、
復
活
後
の
四
〇
日
目
で
あ
り
、
三
日
と
は
、
死
後
復

活
ま
で
の
日
数
で
あ
る
。
日
数
の
混
入
が
見
ら
れ
る
。

六
十
九 

夕
五
カ
条
の
復
活
の
祈
り
は
、「
栄
光
の
五
玄
義
」
に
あ
た
る
。
祈
り
の

成
立
を
祝
う
日
と
さ
れ
る
。

七
十 

三
位
一
体
の
教
義
の
説
明
。
し
か
し
、
御
母
マ
リ
ア
が
聖
霊
の
役
目
と
い

う
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
独
自
の
誤
解
釈
で
あ
る
。

七
十
一 

キ
リ
シ
タ
ン
の
間
で
は
、
洗
礼
の
際
に
、
抱
き
親
の
洗
礼
名
を
も
ら
う
。

イ
エ
ス
は
、
御
身
様
、
御
主
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
名
前
（
イ
エ
ズ
ス
）
を

得
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
前
編
註
二
〇
参
照
。

七
十
二 

前
編
五
頁
の
挿
絵
、
外
海
地
方
に
伝
わ
る
聖
図
「
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
と
槍

で
突
か
れ
た
悪
魔
」
参
照
。

七
十
三 

黙
示
録
に
お
い
て
は
数
字
の
「
七
」
が
災
い
を
意
味
す
る
象
徴
的
数
字
（
シ

ン
ボ
リ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
）
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。。

七
十
四 

こ
の
教
え
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
間
で
は
、
死
者
の
火
葬
は

許
さ
れ
な
か
っ
た
。

七
十
五 

「
お
授
け
（
洗
礼
）」
の
儀
式
（
洗
礼
時
に
額
に
十
字
を
指
で
記
す
）
が
キ

リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
い
か
に
大
切
な
宗
教
儀
礼
で
あ
り
、
そ
の
儀
式
に
お

け
る
痕
跡
が
大
切
な
「
救
済
」
の
基
準
と
さ
れ
て
い
た
か
が
伺
え
る
。

book_桜美林_人文研究_本文.indb   185 2014/02/25   19:02:23



186 （8）

　

善
悪
の
吟
味
・

取
り
調
べ
役
は
、

三
パ
ウ
ロ
（
聖
パ

ウ
ロ
）。
善
の
な

い
人
は
煉
獄
に
通

し
、
罪
の
度
合
い

に
よ
っ
て
三
時
の

間
か
ら
三
十
三
年

ま
で
問
い
た
だ
し
、

そ
の
後
、
三
ジ
ュ

ワ
ン
（
聖
ジ
ュ
ア

ン
）
の
御
改
め
に

よ
っ
て
、
お
許
し

を
受
け
て
サ
ン
ト

ウ
ス
（
聖
人
）
の

取
次
を
得
て
パ
ラ
イ
ソ
（
天
国
）
の
快
楽
を
受
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

黙
示
録

　

こ
の
世
界
が
滅
び
る
と
き
は
、
太
陽
、
大
風
、
大
雨
、
虫
な
ど
、
数
々

の
怠
慢
が
、七
年
の
間
絶
え
間
な
く
続
く七
十
三。
そ
の
た
め
食
物
は
不
足
し
、人
々

が
食
べ
物
を
奪
い
取
り
あ
い
、
共
食
い
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
の
時
に
天
狗
（
悪
魔
）
が
来
て
、
マ
サ
ン
の
悪
の
木
の
実
を
様
々
に

変
容
さ
せ
て
（
人
々
に
）
食
べ
さ
せ
、
自
分
の
手
下
に
し
よ
う
と
企
む
。

こ
れ
を
食
べ
た
人
は
、
天
狗
（
悪
魔
）
の
手
下
に
な
っ
て
、
皆
、
イ
ン
ヘ

ル
ノ
（
地
獄
）
に
落
ち
る
こ
と
に
な
る
。

　

七
年
後
、
三
年
間
は
田
畑
や
四
方
の
山
々
は
、
豊
作
と
な
り
、
大
豊
作

遊
覧
の
世
と
な
る
。
こ
の
時
に
、
悪
を
棄
て
て
善
を
行
う
者
は
、
助
け
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
三
年
た
つ
と
、
天
と
地
が
一
度
に
和
し
て
、
三
ち
り
島
の
ク
ロ

ウ
ス
（
十
字
架
）
の
木
が
燃
え
尽
き
て
、
塩
水
は
油
と
な
っ
て
燃
え
昇
り
、

草
木
は
火
心
の
よ
う
に
な
る
。
十
二
か
所
か
ら
火
炎
、
焔
が
す
さ
ま
じ
く

昇
る
。
こ
れ
を
見
た
畜
類
・
鳥
類
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
人
間
に
助

け
を
求
め
、
叫
び
を
あ
げ
る
。

　

次
第
に
炎
が
焼
け
昇
り
、
わ
ず
か
な
時
間
に
、
焼
け
つ
く
さ
れ
滅
び
る
。

そ
の
焼
け
跡
は
一
面
の
白
砂
と
な
り
、そ
の
時
、聖
人
が
、ト
ロ
ン
の
貝
（
法

螺
貝
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
を
吹
く
と
、
以
前
に
死
ん
だ
人
間
、
今
焼
け
死

ん
だ
者
が
残
ら
ず
現
れ
、
デ
ウ
ス
が
量
り
な
き
御
力
で
、
人
の
魂
を
元
の

身
体
と
合
一
し
復
活
さ
せ
て
く
だ
さ
る
。

　

こ
の
時
に
、
行
き
惑
う
霊
魂
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
世
で
最
後
の
時

に
火
葬
さ
れ
た
人
の
霊
魂
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
末
世
ま
で
迷
っ
て
、
浮
か

ば
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
、
土
葬
や
水
葬
で
、
死
骸
を
畜
類
や
魚
類

に
食
わ
れ
よ
う
と
、
焼
け
滅
ん
で
し
ま
っ
て
い
て
は
元
の
よ
う
に
は
な
ら

な
い
。
人
間
以
外
の
万
物
も
元
に
戻
る
こ
と
は
な
い七
十
四。
だ
か
ら
、
ミ
イ
ラ

の
薬
を
飲
ん
で
は
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
て
デ
ウ
ス
は
大
い
な
る
御
威
光
・
御
威
勢
を
も
っ
て
天
か
ら
下

り
、
道
を
踏
み
わ
け
て
、
わ
ず
か
な
時
間
で
、
洗
礼
を
受
け
た
者
の
十
字

の
痕
跡
を
み
つ
け
て
選
別
し
、
人
を
右
と
左
に
分
け
ら
れ
る
。
左
に
分
け

下黒崎町／枯松神社の手前の巨大岩。キリシタンが隠れて
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ら
れ
た
者
は
、パ
ウ
チ
ズ
モ
（
洗
礼
）
を
受
け
て
い
な
い
た
め
、天
狗
（
悪
魔
）

と
と
も
に
地
獄
に
落
ち
て
封
印
さ
れ
る
。
こ
こ
に
落
ち
た
者
は
末
代
浮
ば

れ
な
い
。
右
に
選
別
さ
れ
た
受
洗
者
は
、
デ
ウ
ス
の
お
供
を
し
て
皆
天
国

に
入
る
。
そ
し
て
天
国
で
善
の
多
少
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
位
を
得
る七
十
五。

こ
こ
で
仏
と
な
り
、
末
世
末
代
、
自
由
自
在
に
な
り
、
安
楽
の
暮
ら
し
が

出
来
る
と
い
う
、
ア
ン
メ
イ
・
ゼ
ズ
ス
（
ア
ー
メ
ン
・
イ
エ
ズ
ス
）。

追
記

　

こ
こ
に
二
人
の
仲
む
つ
ま
じ
い
友
が
い
た
。
そ
の
二
人
は
、「
君
が
私
よ

り
先
に
死
ん
だ
ら
、
来
世
の
事
を
細
か
く
告
げ
て
く
れ
よ
。
私
が
先
に
死

ん
だ
ら
、
三
日
の
内
に
告
げ
る
か
ら
」
と
、
互
い
に
約
束
を
し
た
。
ほ
ど

な
く
し
て
、
一
人
が
死
ぬ
と
、
残
っ
た
方
は
と
て
も
悲
し
み
、
天
に
叫
び
、

地
に
伏
し
て
嘆
き
悲
し
ん
だ
が
、
そ
の
甲
斐
な
く
三
日
三
晩
過
ぎ
、
友
か

ら
の
知
ら
せ
を
待
っ
た
。

　

三
年
た
っ
た
が
、
何
の
便
り
も
な
く
、
頼
み
の
綱
も
切
れ
果
て
て
、
焦

が
れ
死
の
う
と
い
う
時
の
、
三
年
三
ヶ
月
目
に
（
死
ん
だ
友
が
自
分
に
会

い
に
）来
た
。友
は
、そ
れ
は
そ
れ
は
喜
ん
だ
。「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
遅
か
っ

た
の
で
す
か
」
と
い
う
と
、「
少
し
の
暇
も
な
い
の
だ
」
と
い
う
。
そ
の
顔

は
変
わ
り
果
て
、
あ
ご
の
下
に
火
が
つ
い
て
い
る
の
を
見
て
、
ど
う
し
た

こ
と
か
と
尋
ね
る
と
「
こ
の
火
は
、
フ
ル
カ
ト
ウ
リ
ヤ
（
煉
獄
）
の
火
だ
」

と
い
う
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
、
生
き
残
っ
た
一
人
は
「
そ
れ
な
ら
ば
そ
の
火
を
私
に

下
さ
い
。
私
の
罪
を
こ
の
世
で
焼
き
つ
く
し
て
二
人
で
こ
の
世
を
去
り
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
。「
い
や
、
こ
の
火
の
熱
さ
は
、
こ
の
世
の
火
の
十
倍
だ
、

な
か
な
か
堪
え
切
れ
な
い
」
と
い
う
。「
大
丈
夫
で
す
。
是
非
に
。」
と
い
う

の
で
、「
そ
れ
な
ら
ば
、
望
む
ま
ま
に
」
と
い
っ
て
有
り
合
わ
せ
の
枯
れ
木

を
積
み
立
て
て
、
そ
の
中
に
冥
土
の
火
を
付
け
る
と
炎
が
し
き
り
に
焼
け

昇
り
、た
ち
ま
ち
体
は
焼
け
失
せ
て
、天
に
昇
る
道
を
得
て
、パ
ラ
イ
ゾ
（
天

国
）
に
行
く
人
々
に
加
わ
っ
た
。
三
ト
ウ
ス
様
（
聖
人
）
と
申
さ
れ
る
方
は
、

こ
の
一
人
の
事
で
あ
る
。
も
う
一
人
の
名
は
明
ら
か
で
な
い
の
で
略
す七
十
六。

お
わ
り
に

　

以
上
が
、
長
崎
県
西
彼
杵
半
島
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
口
伝
継
承
し
た

聖
書
物
語
で
あ
る
。
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
い
て
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン
と
そ
の
子
孫
た
ち
（
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
）
が
紡
い
で
き
た
歴
史
は
忘

れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
禁
教
・
迫
害
時
代（
一
六
一
四
年
〜
一
六
四
〇
年
）、

検
索
・
撲
滅
時
代
（
一
六
四
〇
年
〜
一
六
五
八
年
）、
潜
伏
・
変
容
時
代

（
一
六
五
八
年
〜
一
八
七
三
年
）
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
の
時
代
を
通
し

て
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
先
祖
の
伝
承
し
た
教
え
を
、
隠
し
て
守
り

続
け
て
き
た
。
彼
ら
が
必
死
で
守
る
そ
の
教
え
が
、
宣
教
師
や
教
え
を
導

く
者
が
い
な
い
中
で
、
日
本
の
土
着
の
宗
教
で
あ
る
古
神
道
や
仏
教
、
地

方
伝
説
等
と
融
合
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
避
け
が
た
い
。
当
時
、
文
字
と

し
て
残
す
こ
と
が
危
険
で
あ
っ
た
『
聖
書
』
は
、物
語
り
と
し
て
口
伝
さ
れ
、

伝
承
と
し
て
残
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
当
時
の
時
代
背
景
を
反
映
す
る
思

想
が
鮮
明
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
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善
悪
の
吟
味
・

取
り
調
べ
役
は
、

三
パ
ウ
ロ
（
聖
パ

ウ
ロ
）。
善
の
な

い
人
は
煉
獄
に
通

し
、
罪
の
度
合
い

に
よ
っ
て
三
時
の

間
か
ら
三
十
三
年

ま
で
問
い
た
だ
し
、

そ
の
後
、
三
ジ
ュ

ワ
ン
（
聖
ジ
ュ
ア

ン
）
の
御
改
め
に

よ
っ
て
、
お
許
し

を
受
け
て
サ
ン
ト

ウ
ス
（
聖
人
）
の

取
次
を
得
て
パ
ラ
イ
ソ
（
天
国
）
の
快
楽
を
受
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

黙
示
録

　

こ
の
世
界
が
滅
び
る
と
き
は
、
太
陽
、
大
風
、
大
雨
、
虫
な
ど
、
数
々

の
怠
慢
が
、七
年
の
間
絶
え
間
な
く
続
く七
十
三。
そ
の
た
め
食
物
は
不
足
し
、人
々

が
食
べ
物
を
奪
い
取
り
あ
い
、
共
食
い
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
の
時
に
天
狗
（
悪
魔
）
が
来
て
、
マ
サ
ン
の
悪
の
木
の
実
を
様
々
に

変
容
さ
せ
て
（
人
々
に
）
食
べ
さ
せ
、
自
分
の
手
下
に
し
よ
う
と
企
む
。

こ
れ
を
食
べ
た
人
は
、
天
狗
（
悪
魔
）
の
手
下
に
な
っ
て
、
皆
、
イ
ン
ヘ

ル
ノ
（
地
獄
）
に
落
ち
る
こ
と
に
な
る
。

　

七
年
後
、
三
年
間
は
田
畑
や
四
方
の
山
々
は
、
豊
作
と
な
り
、
大
豊
作

遊
覧
の
世
と
な
る
。
こ
の
時
に
、
悪
を
棄
て
て
善
を
行
う
者
は
、
助
け
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
三
年
た
つ
と
、
天
と
地
が
一
度
に
和
し
て
、
三
ち
り
島
の
ク
ロ

ウ
ス
（
十
字
架
）
の
木
が
燃
え
尽
き
て
、
塩
水
は
油
と
な
っ
て
燃
え
昇
り
、

草
木
は
火
心
の
よ
う
に
な
る
。
十
二
か
所
か
ら
火
炎
、
焔
が
す
さ
ま
じ
く

昇
る
。
こ
れ
を
見
た
畜
類
・
鳥
類
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
人
間
に
助

け
を
求
め
、
叫
び
を
あ
げ
る
。

　

次
第
に
炎
が
焼
け
昇
り
、
わ
ず
か
な
時
間
に
、
焼
け
つ
く
さ
れ
滅
び
る
。

そ
の
焼
け
跡
は
一
面
の
白
砂
と
な
り
、そ
の
時
、聖
人
が
、ト
ロ
ン
の
貝
（
法

螺
貝
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
を
吹
く
と
、
以
前
に
死
ん
だ
人
間
、
今
焼
け
死

ん
だ
者
が
残
ら
ず
現
れ
、
デ
ウ
ス
が
量
り
な
き
御
力
で
、
人
の
魂
を
元
の

身
体
と
合
一
し
復
活
さ
せ
て
く
だ
さ
る
。

　

こ
の
時
に
、
行
き
惑
う
霊
魂
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
世
で
最
後
の
時

に
火
葬
さ
れ
た
人
の
霊
魂
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
末
世
ま
で
迷
っ
て
、
浮
か

ば
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
、
土
葬
や
水
葬
で
、
死
骸
を
畜
類
や
魚
類

に
食
わ
れ
よ
う
と
、
焼
け
滅
ん
で
し
ま
っ
て
い
て
は
元
の
よ
う
に
は
な
ら

な
い
。
人
間
以
外
の
万
物
も
元
に
戻
る
こ
と
は
な
い七
十
四。
だ
か
ら
、
ミ
イ
ラ

の
薬
を
飲
ん
で
は
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
て
デ
ウ
ス
は
大
い
な
る
御
威
光
・
御
威
勢
を
も
っ
て
天
か
ら
下

り
、
道
を
踏
み
わ
け
て
、
わ
ず
か
な
時
間
で
、
洗
礼
を
受
け
た
者
の
十
字

の
痕
跡
を
み
つ
け
て
選
別
し
、
人
を
右
と
左
に
分
け
ら
れ
る
。
左
に
分
け

下黒崎町／枯松神社の手前の巨大岩。キリシタンが隠れて
　　　　　オラショを伝承した聖なる場所。　　　 　 　　　著者撮影
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ら
れ
た
者
は
、パ
ウ
チ
ズ
モ
（
洗
礼
）
を
受
け
て
い
な
い
た
め
、天
狗
（
悪
魔
）

と
と
も
に
地
獄
に
落
ち
て
封
印
さ
れ
る
。
こ
こ
に
落
ち
た
者
は
末
代
浮
ば

れ
な
い
。
右
に
選
別
さ
れ
た
受
洗
者
は
、
デ
ウ
ス
の
お
供
を
し
て
皆
天
国

に
入
る
。
そ
し
て
天
国
で
善
の
多
少
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
位
を
得
る七
十
五。

こ
こ
で
仏
と
な
り
、
末
世
末
代
、
自
由
自
在
に
な
り
、
安
楽
の
暮
ら
し
が

出
来
る
と
い
う
、
ア
ン
メ
イ
・
ゼ
ズ
ス
（
ア
ー
メ
ン
・
イ
エ
ズ
ス
）。

追
記

　

こ
こ
に
二
人
の
仲
む
つ
ま
じ
い
友
が
い
た
。
そ
の
二
人
は
、「
君
が
私
よ

り
先
に
死
ん
だ
ら
、
来
世
の
事
を
細
か
く
告
げ
て
く
れ
よ
。
私
が
先
に
死

ん
だ
ら
、
三
日
の
内
に
告
げ
る
か
ら
」
と
、
互
い
に
約
束
を
し
た
。
ほ
ど

な
く
し
て
、
一
人
が
死
ぬ
と
、
残
っ
た
方
は
と
て
も
悲
し
み
、
天
に
叫
び
、

地
に
伏
し
て
嘆
き
悲
し
ん
だ
が
、
そ
の
甲
斐
な
く
三
日
三
晩
過
ぎ
、
友
か

ら
の
知
ら
せ
を
待
っ
た
。

　

三
年
た
っ
た
が
、
何
の
便
り
も
な
く
、
頼
み
の
綱
も
切
れ
果
て
て
、
焦

が
れ
死
の
う
と
い
う
時
の
、
三
年
三
ヶ
月
目
に
（
死
ん
だ
友
が
自
分
に
会

い
に
）来
た
。友
は
、そ
れ
は
そ
れ
は
喜
ん
だ
。「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
遅
か
っ

た
の
で
す
か
」
と
い
う
と
、「
少
し
の
暇
も
な
い
の
だ
」
と
い
う
。
そ
の
顔

は
変
わ
り
果
て
、
あ
ご
の
下
に
火
が
つ
い
て
い
る
の
を
見
て
、
ど
う
し
た

こ
と
か
と
尋
ね
る
と
「
こ
の
火
は
、
フ
ル
カ
ト
ウ
リ
ヤ
（
煉
獄
）
の
火
だ
」

と
い
う
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
、
生
き
残
っ
た
一
人
は
「
そ
れ
な
ら
ば
そ
の
火
を
私
に

下
さ
い
。
私
の
罪
を
こ
の
世
で
焼
き
つ
く
し
て
二
人
で
こ
の
世
を
去
り
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
。「
い
や
、
こ
の
火
の
熱
さ
は
、
こ
の
世
の
火
の
十
倍
だ
、

な
か
な
か
堪
え
切
れ
な
い
」
と
い
う
。「
大
丈
夫
で
す
。
是
非
に
。」
と
い
う

の
で
、「
そ
れ
な
ら
ば
、
望
む
ま
ま
に
」
と
い
っ
て
有
り
合
わ
せ
の
枯
れ
木

を
積
み
立
て
て
、
そ
の
中
に
冥
土
の
火
を
付
け
る
と
炎
が
し
き
り
に
焼
け

昇
り
、た
ち
ま
ち
体
は
焼
け
失
せ
て
、天
に
昇
る
道
を
得
て
、パ
ラ
イ
ゾ
（
天

国
）
に
行
く
人
々
に
加
わ
っ
た
。
三
ト
ウ
ス
様
（
聖
人
）
と
申
さ
れ
る
方
は
、

こ
の
一
人
の
事
で
あ
る
。
も
う
一
人
の
名
は
明
ら
か
で
な
い
の
で
略
す七
十
六。

お
わ
り
に

　

以
上
が
、
長
崎
県
西
彼
杵
半
島
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
口
伝
継
承
し
た

聖
書
物
語
で
あ
る
。
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
い
て
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン
と
そ
の
子
孫
た
ち
（
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
）
が
紡
い
で
き
た
歴
史
は
忘

れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
禁
教
・
迫
害
時
代（
一
六
一
四
年
〜
一
六
四
〇
年
）、

検
索
・
撲
滅
時
代
（
一
六
四
〇
年
〜
一
六
五
八
年
）、
潜
伏
・
変
容
時
代

（
一
六
五
八
年
〜
一
八
七
三
年
）
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
の
時
代
を
通
し

て
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
先
祖
の
伝
承
し
た
教
え
を
、
隠
し
て
守
り

続
け
て
き
た
。
彼
ら
が
必
死
で
守
る
そ
の
教
え
が
、
宣
教
師
や
教
え
を
導

く
者
が
い
な
い
中
で
、
日
本
の
土
着
の
宗
教
で
あ
る
古
神
道
や
仏
教
、
地

方
伝
説
等
と
融
合
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
避
け
が
た
い
。
当
時
、
文
字
と

し
て
残
す
こ
と
が
危
険
で
あ
っ
た
『
聖
書
』
は
、物
語
り
と
し
て
口
伝
さ
れ
、

伝
承
と
し
て
残
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
当
時
の
時
代
背
景
を
反
映
す
る
思

想
が
鮮
明
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
こ
と
を
四
六
人
の
御
弟
子
が
伝
え
悲
し
み
、
様
々
な
苦
行
や
断
食
を

し
て
、
死
を
怖
が
ら
ず
に
（
御
主
の
）
お
供
を
し
よ
う
と
、
あ
ら
ゆ
る
苦

行
が
な
さ
れ
た
。
御
主
は
こ
の
こ
と
を
察
し
て
、
受
難
の
祈
り
を
つ
く
ら

れ
た六
十
五。

　

ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
が
「
役
人
ど
も
、
早
く
息
の
根
を
止
め
よ
」

と
い
う
の
で
、
役
人
ら
は
、
畏
ま
っ
て
刀
を
手
に
持
っ
て
働
い
た
が
、
五

体
に
力
が
入
ら
ず
、
手
足
も
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、（
御
主
を
）
突
く
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
に
盲
人
が
来
た
の
で
「
お
い
、
盲
人
、
こ
こ
に
死
刑
の
道
具
が
あ

る
。
止
め
を
刺
す
こ
と
が
で
き
た
ら
金
を
や
ろ
う
」
と
言
う
と
、
盲
人
は

「
教
え
て
く
れ
れ
ば
、
止
め
を
刺
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
。
警
護
の
侍
が
、

「
こ
れ
は
こ
う
し
て
」
と
念
頃
に
教
え
る
と
、
盲
人
は
「
了
解
し
た
」
と
答

え
、教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
グ
ッ
と
刺
し
貫
い
た
。
血
潮
が
流
れ
て
、（
血
が
）

目
に
入
る
と
、不
思
議
に
も
両
目
が
開
い
た
。「
奇
妙
な
こ
と
だ
、は
て
さ
て
、

こ
の
世
界
が
明
ら
か
に
見
え
る
。
も
う
ち
ょ
っ
と
早
く
、
悪
人
の
留
め
を
刺

し
て
い
れ
ば
こ
の
目
が
早
く
開
い
た
と
い
う
も
の
を
」
と
言
っ
た
。
こ
の

と
き
御
主
は
「
盲
人
に
は
来
生
の
救
い
は
適
う
ま
い
」
と
仰
せ
に
な
っ
た六
十
六。

　

こ
の
盲
人
は
、
思
う
ま
ま
に
止
め
を
刺
し
て
褒
美
の
金
を
採
り
続
け
た

の
で
、
眼
は
つ
ぶ
れ
て
た
ち
ま
ち
元
の
様
に
な
っ
た
。
金
に
目
が
く
ら
む

と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
。
左
右
の
罪
び
と
も
同
様
に
無
常
の
煙
と

消
え
失
せ
た
。
右
の
罪
び
と
は
忝
く
も
、御
主
の
お
供
と
し
て
天
に
昇
っ
た
。

左
の
罪
び
と
は
イ
ヌ
ベ
ル
ノ
（
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ
・
地
獄
）
に
沈
ん
だ
。

　

母
サ
ン
タ
丸
や
は
、
御
主
の
死
骸
を
御
覧
に
な
っ
て
嘆
か
れ
た
。

帝
王
ヨ
ロ
ウ
デ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
は
こ
れ
を
見
て
、「
あ
そ
こ
で
泣
い
て
い
る

女
は
何
者
か
」と
聞
い
た
。「
あ
れ
は
、磔
に
さ
れ
た
御
主
の
母
で
あ
り
ま
す
」

と
取
り
次
ぐ
と
、
帝
王
は
そ
れ
を
聞
い
て
「
な
る
ほ
ど
、
親
子
の
別
れ
で

あ
る
か
。
名
残
惜
し
ま
し
て
や
れ
」
と
い
う
。
母
は
嬉
し
く
思
い
、
死
骸

に
必
死
と
抱
き
つ
い
て
嘆
か
れ
た
。
警
護
の
者
は
、
御
い
た
わ
し
い
が
名

残
は
尽
き
ぬ
と
、
石
の
櫃
に
死
骸
を
納
め
大
地
に
埋
め
て
、
昼
夜
見
張
り

の
番
を
し
た
。信

条

　

セ
ス
タ
の
日
（
金
曜
日
）
に
御
主
は
大
地
の
底
に
下
ら
れ
て
、
サ
バ
ト

の
日
（
土
曜
日
）
ま
で
、
大
地
の
底
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
多
く
の
弟
子 カトリック黒崎教会　著者撮影
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た
ち
は
、白
衣
の
天
使
が
御
棺
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
を
見
て
拝
ん
だ六
十
七。（
御

主
は
）
そ
れ
か
ら
天
に
昇
ら
れ
、三
日
目
に
御
親
デ
ウ
ス
の
右
に
座
ら
れ
た六
十
八。

そ
れ
か
ら
生
き
る
人
と
死
ぬ
人
（
の
霊
）
を
助
け
る
た
め
に
、天
か
ら
下
り
、

三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ヤ
の
寺
に
い
ら
し
た
。
夕
五
カ
条
成
立
の
祝
い
の
日
と
は
、

こ
の
時
の
こ
と
で
あ
る六
十
九。

　

第
一
弟
子
の
ペ
テ
ロ
が
、御
功
力
の
門
ま
で
（
御
主
を
）
迎
え
に
出
ら
れ
、

主
は
（
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ヤ
の
寺
に
）
四
〇
日
間
滞
在
さ
れ
て
、
弟
子
た

ち
に
来
世
の
救
済
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
使
徒
た
ち
に
十
日

間
説
教
さ
れ
、
五
〇
日
目
に
昇
天
さ
れ
た
。

　

御
母
丸
や
は
、
天
か
ら
お
告
げ
を
受
け
、
七
月
三
日
に
オ
リ
ベ
テ
山
か

ら
御
昇
天
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
天
に
お
い
て
御
母
丸
や
に
は
御
取
次
の
役
、
御
主
に
は
助
手

の
役
が
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
御
親
デ
ウ
ス
は
パ
ア
テ
ル
（
父
）、
御
主
は

ヒ
イ
リ
ヨ
（
子
）、
御
母
は
ス
ヘ
ル
ト
・
サ
ン
ト
（
聖
霊
）
と
、
デ
ウ
ス
は

三
体
と
な
っ
た
。
尤
も
、
三
体
と
い
う
が
デ
ウ
ス
は
一
体
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る七
十。主

の
初
救
済

　

以
前
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
に
殺
さ
れ
て
、コ
ロ
テ
ル
（
エ
デ
ン
の
園
）

に
迷
い
こ
ん
で
い
た
数
万
の
幼
子
に
、
御
主
は
名
前
を
授
け
て
パ
ラ
イ
ゾ

（
天
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、（
御
主
の
）
御
誕
生
の
折
の
宿
主
を

は
じ
め
、
三
国
の
帝
王
三
人
、
す
べ
て
の
弟
子
た
ち
、
麦
作
り
、
水
汲
み

の
ベ
ロ
ウ
ニ
カ
（
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
）、
す
べ
て
の
人
を
天
に
上
げ
ら
れ
、
皆
一

同
が
パ
ラ
イ
ゾ
（
天
）
に
召
し
加
え
ら
れ
た
。

　

御
母
丸
や
は
、
デ
ウ
ス
に
向
か
っ
て
「
私
は
、
処
女
の
修
行
を
し
た
の

で
、
自
分
自
身
を
恋
い
慕
っ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
仮
の
夫
と
し
て
ど

う
ぞ
ル
ソ
ン
の
国
の
帝
王
サ
ン
ゼ
ン
・
ゼ
ジ
ュ
ズ
を
助
け
て
く
だ
さ
い
ま

せ
」
と
願
わ
れ
た
の
で
、
御
助
け
に
よ
っ
て
（
ル
ソ
ン
の
国
の
帝
王
）
と

夫
婦
と
な
り
位
を
与
え
ら
れ
、
御
主
は
ゼ
シ
ウ
ス
（
イ
エ
ズ
ス
）
と
名
命

さ
れ
た七
十
一。

　

ま
た
、
水
汲
み
の
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
は
、
ア
ネ
イ
ス
・
デ
ウ
（
神
の
子
羊
）

と
い
う
位
が
授
け
ら
れ
、
こ
の
世
の
不
思
議
な
力
を
守
ら
せ
た
も
う
た
。

主
、
役
割
を
与
え
る

　

三
ミ
ギ
リ
（
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
）
は
天
秤
の
役
を
授
か
り
、
ジ
ュ
リ
シ
ャ

レ
ン
堂
（
エ
ル
サ
レ
ム
・
煉
獄
）
で
罪
の
事
情
を
正
し
て
、
善
人
は
パ
ラ

イ
ソ
（
天
国
）
へ
通
し
、悪
人
は
イ
ン
ヘ
ル
ノ
（
地
獄
）
に
落
と
し
、ま
た
、

罪
に
至
っ
た
次
第
に
よ
っ
て
、
罪
を
戒
め
て
い
た
。
た
と
え
、
善
い
心
を

持
つ
者
で
も
天
狗
（
悪
魔
）
が
天
国
入
り
を
妨
げ
る
こ
と
が
あ
る
。
三
ミ

ギ
リ
（
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
）
は
、
そ
れ
を
咎
め
て
、
長
剣
で
天
狗
（
悪
魔
）

を
刺
し
て
、
ま
ず
煉
獄
へ
通
し
た七
十
二。
そ
の
時
に
充
分
後
悔
す
れ
ば
、
地
獄

に
行
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
。

　

殺
人
を
犯
し
た
り
自
殺
し
た
者
は
、
煉
獄
か
ら
出
さ
れ
た
後
、
地
獄
に

落
と
さ
れ
、
末
世
ま
で
助
か
る
こ
と
は
な
い
。
気
を
付
け
る
よ
う
に
。

　

天
国
の
門
番
は
、
三
ペ
イ
ト
ロ
（
聖
ペ
テ
ロ
）。
こ
こ
で
は
、
門
を
開
け

る
オ
ラ
シ
ョ
（
祈
り
）
を
唱
え
て
通
る
こ
と
。
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こ
の
こ
と
を
四
六
人
の
御
弟
子
が
伝
え
悲
し
み
、
様
々
な
苦
行
や
断
食
を

し
て
、
死
を
怖
が
ら
ず
に
（
御
主
の
）
お
供
を
し
よ
う
と
、
あ
ら
ゆ
る
苦

行
が
な
さ
れ
た
。
御
主
は
こ
の
こ
と
を
察
し
て
、
受
難
の
祈
り
を
つ
く
ら

れ
た六
十
五。

　

ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
が
「
役
人
ど
も
、
早
く
息
の
根
を
止
め
よ
」

と
い
う
の
で
、
役
人
ら
は
、
畏
ま
っ
て
刀
を
手
に
持
っ
て
働
い
た
が
、
五

体
に
力
が
入
ら
ず
、
手
足
も
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、（
御
主
を
）
突
く
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
に
盲
人
が
来
た
の
で
「
お
い
、
盲
人
、
こ
こ
に
死
刑
の
道
具
が
あ

る
。
止
め
を
刺
す
こ
と
が
で
き
た
ら
金
を
や
ろ
う
」
と
言
う
と
、
盲
人
は

「
教
え
て
く
れ
れ
ば
、
止
め
を
刺
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
。
警
護
の
侍
が
、

「
こ
れ
は
こ
う
し
て
」
と
念
頃
に
教
え
る
と
、
盲
人
は
「
了
解
し
た
」
と
答

え
、教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
グ
ッ
と
刺
し
貫
い
た
。
血
潮
が
流
れ
て
、（
血
が
）

目
に
入
る
と
、不
思
議
に
も
両
目
が
開
い
た
。「
奇
妙
な
こ
と
だ
、は
て
さ
て
、

こ
の
世
界
が
明
ら
か
に
見
え
る
。
も
う
ち
ょ
っ
と
早
く
、
悪
人
の
留
め
を
刺

し
て
い
れ
ば
こ
の
目
が
早
く
開
い
た
と
い
う
も
の
を
」
と
言
っ
た
。
こ
の

と
き
御
主
は
「
盲
人
に
は
来
生
の
救
い
は
適
う
ま
い
」
と
仰
せ
に
な
っ
た六
十
六。

　

こ
の
盲
人
は
、
思
う
ま
ま
に
止
め
を
刺
し
て
褒
美
の
金
を
採
り
続
け
た

の
で
、
眼
は
つ
ぶ
れ
て
た
ち
ま
ち
元
の
様
に
な
っ
た
。
金
に
目
が
く
ら
む

と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
。
左
右
の
罪
び
と
も
同
様
に
無
常
の
煙
と

消
え
失
せ
た
。
右
の
罪
び
と
は
忝
く
も
、御
主
の
お
供
と
し
て
天
に
昇
っ
た
。

左
の
罪
び
と
は
イ
ヌ
ベ
ル
ノ
（
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ
・
地
獄
）
に
沈
ん
だ
。

　

母
サ
ン
タ
丸
や
は
、
御
主
の
死
骸
を
御
覧
に
な
っ
て
嘆
か
れ
た
。

帝
王
ヨ
ロ
ウ
デ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
は
こ
れ
を
見
て
、「
あ
そ
こ
で
泣
い
て
い
る

女
は
何
者
か
」と
聞
い
た
。「
あ
れ
は
、磔
に
さ
れ
た
御
主
の
母
で
あ
り
ま
す
」

と
取
り
次
ぐ
と
、
帝
王
は
そ
れ
を
聞
い
て
「
な
る
ほ
ど
、
親
子
の
別
れ
で

あ
る
か
。
名
残
惜
し
ま
し
て
や
れ
」
と
い
う
。
母
は
嬉
し
く
思
い
、
死
骸

に
必
死
と
抱
き
つ
い
て
嘆
か
れ
た
。
警
護
の
者
は
、
御
い
た
わ
し
い
が
名

残
は
尽
き
ぬ
と
、
石
の
櫃
に
死
骸
を
納
め
大
地
に
埋
め
て
、
昼
夜
見
張
り

の
番
を
し
た
。信

条

　

セ
ス
タ
の
日
（
金
曜
日
）
に
御
主
は
大
地
の
底
に
下
ら
れ
て
、
サ
バ
ト

の
日
（
土
曜
日
）
ま
で
、
大
地
の
底
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
多
く
の
弟
子 カトリック黒崎教会　著者撮影
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た
ち
は
、白
衣
の
天
使
が
御
棺
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
を
見
て
拝
ん
だ六
十
七。（

御

主
は
）
そ
れ
か
ら
天
に
昇
ら
れ
、三
日
目
に
御
親
デ
ウ
ス
の
右
に
座
ら
れ
た六
十
八。

そ
れ
か
ら
生
き
る
人
と
死
ぬ
人
（
の
霊
）
を
助
け
る
た
め
に
、天
か
ら
下
り
、

三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ヤ
の
寺
に
い
ら
し
た
。
夕
五
カ
条
成
立
の
祝
い
の
日
と
は
、

こ
の
時
の
こ
と
で
あ
る六
十
九。

　

第
一
弟
子
の
ペ
テ
ロ
が
、御
功
力
の
門
ま
で
（
御
主
を
）
迎
え
に
出
ら
れ
、

主
は
（
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ヤ
の
寺
に
）
四
〇
日
間
滞
在
さ
れ
て
、
弟
子
た

ち
に
来
世
の
救
済
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
使
徒
た
ち
に
十
日

間
説
教
さ
れ
、
五
〇
日
目
に
昇
天
さ
れ
た
。

　

御
母
丸
や
は
、
天
か
ら
お
告
げ
を
受
け
、
七
月
三
日
に
オ
リ
ベ
テ
山
か

ら
御
昇
天
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
天
に
お
い
て
御
母
丸
や
に
は
御
取
次
の
役
、
御
主
に
は
助
手

の
役
が
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
御
親
デ
ウ
ス
は
パ
ア
テ
ル
（
父
）、
御
主
は

ヒ
イ
リ
ヨ
（
子
）、
御
母
は
ス
ヘ
ル
ト
・
サ
ン
ト
（
聖
霊
）
と
、
デ
ウ
ス
は

三
体
と
な
っ
た
。
尤
も
、
三
体
と
い
う
が
デ
ウ
ス
は
一
体
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る七
十。主

の
初
救
済

　

以
前
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
に
殺
さ
れ
て
、コ
ロ
テ
ル
（
エ
デ
ン
の
園
）

に
迷
い
こ
ん
で
い
た
数
万
の
幼
子
に
、
御
主
は
名
前
を
授
け
て
パ
ラ
イ
ゾ

（
天
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、（
御
主
の
）
御
誕
生
の
折
の
宿
主
を

は
じ
め
、
三
国
の
帝
王
三
人
、
す
べ
て
の
弟
子
た
ち
、
麦
作
り
、
水
汲
み

の
ベ
ロ
ウ
ニ
カ
（
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
）、
す
べ
て
の
人
を
天
に
上
げ
ら
れ
、
皆
一

同
が
パ
ラ
イ
ゾ
（
天
）
に
召
し
加
え
ら
れ
た
。

　

御
母
丸
や
は
、
デ
ウ
ス
に
向
か
っ
て
「
私
は
、
処
女
の
修
行
を
し
た
の

で
、
自
分
自
身
を
恋
い
慕
っ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
仮
の
夫
と
し
て
ど

う
ぞ
ル
ソ
ン
の
国
の
帝
王
サ
ン
ゼ
ン
・
ゼ
ジ
ュ
ズ
を
助
け
て
く
だ
さ
い
ま

せ
」
と
願
わ
れ
た
の
で
、
御
助
け
に
よ
っ
て
（
ル
ソ
ン
の
国
の
帝
王
）
と

夫
婦
と
な
り
位
を
与
え
ら
れ
、
御
主
は
ゼ
シ
ウ
ス
（
イ
エ
ズ
ス
）
と
名
命

さ
れ
た七
十
一。

　

ま
た
、
水
汲
み
の
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
は
、
ア
ネ
イ
ス
・
デ
ウ
（
神
の
子
羊
）

と
い
う
位
が
授
け
ら
れ
、
こ
の
世
の
不
思
議
な
力
を
守
ら
せ
た
も
う
た
。

主
、
役
割
を
与
え
る

　

三
ミ
ギ
リ
（
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
）
は
天
秤
の
役
を
授
か
り
、
ジ
ュ
リ
シ
ャ

レ
ン
堂
（
エ
ル
サ
レ
ム
・
煉
獄
）
で
罪
の
事
情
を
正
し
て
、
善
人
は
パ
ラ

イ
ソ
（
天
国
）
へ
通
し
、悪
人
は
イ
ン
ヘ
ル
ノ
（
地
獄
）
に
落
と
し
、ま
た
、

罪
に
至
っ
た
次
第
に
よ
っ
て
、
罪
を
戒
め
て
い
た
。
た
と
え
、
善
い
心
を

持
つ
者
で
も
天
狗
（
悪
魔
）
が
天
国
入
り
を
妨
げ
る
こ
と
が
あ
る
。
三
ミ

ギ
リ
（
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
）
は
、
そ
れ
を
咎
め
て
、
長
剣
で
天
狗
（
悪
魔
）

を
刺
し
て
、
ま
ず
煉
獄
へ
通
し
た七
十
二。

そ
の
時
に
充
分
後
悔
す
れ
ば
、
地
獄

に
行
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
。

　

殺
人
を
犯
し
た
り
自
殺
し
た
者
は
、
煉
獄
か
ら
出
さ
れ
た
後
、
地
獄
に

落
と
さ
れ
、
末
世
ま
で
助
か
る
こ
と
は
な
い
。
気
を
付
け
る
よ
う
に
。

　

天
国
の
門
番
は
、
三
ペ
イ
ト
ロ
（
聖
ペ
テ
ロ
）。
こ
こ
で
は
、
門
を
開
け

る
オ
ラ
シ
ョ
（
祈
り
）
を
唱
え
て
通
る
こ
と
。
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心
が
入
り
込
ん
だ
。（
ユ
ダ
は
）
師
匠
（
御
主
）
の
事
を
探
し
て
い
る
ベ
レ

ン
の
国
（
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
）
の
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
に
訴
え
出
て
、
褒

美
の
金
を
貰
お
う
と
企
ん
だ
。

　

御
主
は
、（
ユ
ダ
の
）
心
の
中
を
悟
り
知
る
と
、「
こ
の
十
二
人
の
弟
子

の
中
に
私
の
敵
と
な
る
者
が
い
る
。」
と
言
わ
れ
た五
十
三。
そ
れ
を
聞
い
た
弟
子

た
ち
は
「
そ
の
よ
う
な
心
を
持
つ
も
の
は
、
一
人
も
お
り
ま
せ
ん
」
と
口

を
揃
え
て
言
っ
た
が
、
御
主
は
、「
毎
朝
、
ご
飯
に
汁
を
か
け
て
食
べ
る
者

が
私
の
敵
と
な
る
。」
と
仰
せ
に
な
っ
た
。

　

次
第
に
悪
心
が
募
っ
た
ユ
ダ
は
、
ク
ワ
ル
タ
の
日
（
水
曜
日
、
斎
戒
・

断
食
の
日
）
に
い
つ
も
の
通
り
に
食
事
を
し
て
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
国
に
急

い
だ五
十
四。
帝
王
ヘ
ロ
デ
に
対
面
す
る
と
、「
帝
王
様
が
、
か
ね
が
ね
お
探
し
に

な
っ
て
い
る
御
主
は
、
ロ
ー
マ
の
国
、
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ヤ
の
寺
の
和
尚

で
す
。
は
や
く
捕
ま
え
て
死
罪
に
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
訴
え
た五
十
五。

ヘ
ロ
デ

は
そ
れ
を
聞
い
て
、と
て
も
喜
び
「
褒
美
は
臨
む
だ
け
与
え
よ
う
」
と
言
い
、

大
金
を
渡
し
た
。

　

ユ
ダ
は
褒
美
の
金
を
受
け
取
っ
て
帰
る
道
す
が
ら
、
容
姿
が
変
容
し
、

鼻
が
高
く
、
舌
が
長
く
な
り
、
ど
う
し
た
の
か
と
思
っ
た
が
、
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
ず
、
エ
ケ
レ
ジ
ア
の
寺
に
戻
っ
た
。

　

他
の
弟
子
た
ち
が
集
ま
っ
て
、「
そ
の
様
、
さ
て
は
ユ
ダ
、
お
前
が
御
主

を
訴
え
た
の
か
、
不
届
き
者
め
」
と
口
々
に
戒
め
た
。
ユ
ダ
は
面
目
な
く

な
り
、
寺
の
脇
に
金
を
棄
て
て
、
そ
の
森
の
茂
み
に
入
り
、
首
を
く
く
っ

て
自
殺
を
と
げ
た
。
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ア
の
寺
の
脇
に
、
金
塚
と
い
う
場

所
が
残
っ
て
い
る五
十
六。

主
、
捕
え
ら
れ
る

　

こ
う
し
て
、
べ
レ
ン
（
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
）
の
国
の
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）

は
御
身
（
御
主
）
を
捕
ま
え
る
た
め
、
家
老
の
ポ
ン
シ
ヤ
と
ピ
ラ
ト
に
大

軍
を
与
え
、
ロ
ー
マ
の
国
に
派
遣
し
た五
十
七。
そ
し
て
、
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ヤ

の
寺
に
着
く
と
、「
者
ど
も
逃
す
な
」
と
指
揮
し
、
二
重
、
三
重
に
と
り
ま

い
た
。
御
主
は
少
し
も
騒
が
れ
ず
、「
ユ
ダ
は
何
処
に
い
る
の
か
。」
と
問

わ
れ
た
。
弟
子
た
ち
は
「
ユ
ダ
は
豹
変
し
た
の
で
、
わ
れ
ら
が
戒
め
ま
し

た
ら
、
面
目
を
失
い
、
山
中
で
自
死
し
ま
し
た
」
と
答
え
た
。
そ
れ
を
聞

い
た
御
主
は
、「
私
は
既
に
受
難
と
死
を
覚
悟
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
訴
え

出
て
も
自
殺
さ
え
し
な
け
れ
ば
助
け
た
の
に
。
残
念
な
こ
と
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た五
十
八。

　
（
ユ
ダ
が
自
殺
し
た
）
山
中
で
は
、
奈
落
（
地
獄
）
の
底
か
ら
炎
が
燃
え

上
が
り
、
イ
ン
ヘ
ル
ノ
（
地
獄
）
の
火
炎
の
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
捕

手
の
悪
人
ら
に
、
地
獄
を
見
せ
し
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

捕
手
の
者
た
ち
は
こ
れ
を
見
て
大
層
驚
い
た
が
、
そ
れ
で
も
御
主
の
手

を
、
恐
れ
多
く
も
首
か
ら
縄
で
厳
重
に
縛
り
あ
げ
、
ロ
ー
マ
の
国
に
引
き

立
て
た
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
羊
に
縄
を
か
け
て
引
き
た
て
る
様
で
あ
っ
た
。

御
主
は
「
速
く
歩
け
」
と
鞭
打
た
れ
、「
愚
鈍
な
奴
」
と
棒
で
打
た
れ
、
無

理
無
体
に
引
き
立
て
ら
れ
て
べ
レ
ン
の
国
（
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
）
に
連
行
さ
れ

た五
十
九。

　

間
も
な
く
し
て
、
帝
王
ヘ
ロ
デ
の
前
に
引
き
出
さ
れ
た
。（
帝
王
は
、
御

主
を
）
見
下
し
て
「
捕
手
の
者
ど
も
御
苦
労
で
あ
っ
た
、
そ
の
御
主
と
い

う
奴
は
奇
跡
を
演
ず
る
と
聞
く
か
ら
、
油
断
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
柱

（5）

に
括
り
つ
け
よ
」
と
命
じ
た
。（
捕
手
は
）「
畏
ま
り
ま
し
た
」
と
、
言
わ

れ
た
通
り
に
括
り
つ
け
、「
骨
も
砕
け
よ
」
と
嘲
笑
す
る
と
、
竹
が
微
塵
に

砕
け
た
。

　
（
御
主
の
）
御
口
に
は
苦
い
も
の
や
、
辛
い
も
の
な
ど
が
入
れ
ら
れ
、
御

頭
に
は
金
輪
の
冠
が
打
ち
込
ま
さ
れ
、
そ
の
体
か
ら
流
れ
る
血
潮
は
滝
の

水
の
よ
う
で
あ
っ
た六
十。
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
は
、「
数
万
の
幼
子
た
ち

を
殺
害
さ
せ
た
の
も
、
そ
奴
の
所
為
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
三
十
三
間
の
台

に
乗
せ
、
カ
ル
ワ
リ
ヤ
ウ
ガ
（
ゴ
ル
ゴ
ダ
）
の
嶽
に
、
引
き
ず
り
出
し
て

磔
に
せ
よ
」
と
怒
っ
て
言
っ
た
。
御
主
は
強
制
的
に
連
行
さ
れ
た
。

　

主
、
連
行
さ
れ
る

　

こ
こ
に
三
チ
リ
島
（
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
の
島
）
と
い
う
所
が
あ
っ
た六
十
一。

こ

こ
に
ク
ロ
ウ
ス
（
十
字
架
）
の
木
と
い
う
六
十
六
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
大

木
が
あ
っ
た
。
こ
の
木
の
根
元
に
デ
ウ
ス
が
天
下
り
、
火
を
付
け
る
と
、

そ
の
火
は
消
え
る
こ
と
な
く
永
遠
に
燃
え
続
く
と
い
う
。
こ
の
木
が
焼
け

て
し
ま
う
と
、
こ
の
世
界
は
わ
ず
か
な
時
間
に
、
天
火
と
地
火
が
一
度
に

和
し
て
焼
き
滅
ぼ
さ
れ
る
と
い
う
。
恐
ろ
し
や
、
な
ん
と
も
恐
れ
多
い
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
根
元
の
三
十
三
メ
ー
ト
ル
は
（
来
る

日
の
た
め
に
）
残
し
て
、
上
部
の
三
十
三
メ
ー
ト
ル
を
切
り
取
っ
て
磔
の

台
を
作
り
、
御
主
に
担
が
せ
て
、
カ
ル
ワ
竜
ヶ
嶽
（
ゴ
ル
ゴ
ダ
）
に
連
行

し
た六
十
二。

　
（
連
行
さ
れ
る
）
道
で
、
べ
ロ
ウ
ニ
カ
（
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
）
と
い
う
水
汲
み

女
性
に
出
会
っ
た六
十
三。

彼
女
は
御
主
を
憐
れ
に
思
い
、「
お
い
た
わ
し
い
」
と
、

御
主
の
血
の
汗
を
拭
っ
て
、
水
を
差
し
上
げ
た
。
御
主
は
そ
れ
を
手
に
し

て
悦
ん
で
お
飲
み
に
な
り「
あ
り
が
た
い
、助
け
ら
れ
た
。」と
い
っ
た
。（
彼

女
の
差
し
出
し
た
）
手
拭
い
に
、
御
姿
が
映
り
だ
さ
れ
た
の
で
、
水
汲
み

の
女
性
は
「
も
っ
た
い
な
い
こ
と
」
と
思
い
、
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ヤ
の
寺

に
納
め
た
。

　

こ
う
し
て
、
御
主
は
、
ゴ
ル
ゴ
ダ
に
連
行
さ
れ
た
。
こ
こ
に
死
罪
に
処

せ
ら
れ
た
罪
び
と
が
二
人
い
た
。
中
央
に
御
主
が
御
手
足
を
大
釘
で
討
ち

付
け
ら
れ
、
そ
の
左
右
に
二
人
の
罪
び
と
が
か
ら
め
つ
け
ら
れ
た
。
左
の

罪
び
と
が
、「
今
ま
で
多
く
の
仕
置
き
を
う
け
た
が
、
こ
の
よ
う
な
酷
い
仕

置
き
は
初
め
て
だ
。
こ
れ
も
皆
、御
前
の
所
為
だ
」と
御
主
に
恨
み
言
を
言
っ

た
。
そ
れ
を
聞
い
た
右
の
罪
び
と
は
「
そ
れ
は
、そ
な
た
の
心
得
ち
が
い
だ
。

我
々
は
大
罪
び
と
だ
が
、御
主
は
何
の
罪
も
犯
し
て
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、

こ
の
よ
う
な
仕
置
き
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
御
い
た
わ
し
い
か
ぎ
り

だ
」
と
い
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
右
の
罪
び
と
の
出
生
を
詳
し
く
尋
ね
る
と
、
御
主
ご

誕
生
の
時
、
御
主
が
使
っ
た
産
湯
の
残
り
湯
を
か
け
た
瘡
子
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
は
、
命
が
絶
え
る
ば
か
り
の
悪
瘡
が
生
じ
て
い
た
が
、
そ
の
湯
を

か
け
る
と
不
思
議
に
も
瘡
が
完
治
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
成
長
と
共
に

悪
心
と
な
り
、遂
に
死
罪
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
御
主
の
最
後
に
、

共
に
十
字
架
に
か
か
り
、
御
供
す
る
と
い
う
こ
と
は
因
縁
な
こ
と
で
あ
る六
十
四。

金
に
目
が
く
ら
ん
だ
盲
人
の
話

　

カ
ル
ワ
竜
ヶ
嶽
（
ゴ
ル
ゴ
ダ
）
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
拷
問
が
あ
っ
た
。
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心
が
入
り
込
ん
だ
。（
ユ
ダ
は
）
師
匠
（
御
主
）
の
事
を
探
し
て
い
る
ベ
レ

ン
の
国
（
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
）
の
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
に
訴
え
出
て
、
褒

美
の
金
を
貰
お
う
と
企
ん
だ
。

　

御
主
は
、（
ユ
ダ
の
）
心
の
中
を
悟
り
知
る
と
、「
こ
の
十
二
人
の
弟
子

の
中
に
私
の
敵
と
な
る
者
が
い
る
。」
と
言
わ
れ
た五
十
三。
そ
れ
を
聞
い
た
弟
子

た
ち
は
「
そ
の
よ
う
な
心
を
持
つ
も
の
は
、
一
人
も
お
り
ま
せ
ん
」
と
口

を
揃
え
て
言
っ
た
が
、
御
主
は
、「
毎
朝
、
ご
飯
に
汁
を
か
け
て
食
べ
る
者

が
私
の
敵
と
な
る
。」
と
仰
せ
に
な
っ
た
。

　

次
第
に
悪
心
が
募
っ
た
ユ
ダ
は
、
ク
ワ
ル
タ
の
日
（
水
曜
日
、
斎
戒
・

断
食
の
日
）
に
い
つ
も
の
通
り
に
食
事
を
し
て
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
国
に
急

い
だ五
十
四。

帝
王
ヘ
ロ
デ
に
対
面
す
る
と
、「
帝
王
様
が
、
か
ね
が
ね
お
探
し
に

な
っ
て
い
る
御
主
は
、
ロ
ー
マ
の
国
、
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ヤ
の
寺
の
和
尚

で
す
。
は
や
く
捕
ま
え
て
死
罪
に
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
訴
え
た五
十
五。

ヘ
ロ
デ

は
そ
れ
を
聞
い
て
、と
て
も
喜
び
「
褒
美
は
臨
む
だ
け
与
え
よ
う
」
と
言
い
、

大
金
を
渡
し
た
。

　

ユ
ダ
は
褒
美
の
金
を
受
け
取
っ
て
帰
る
道
す
が
ら
、
容
姿
が
変
容
し
、

鼻
が
高
く
、
舌
が
長
く
な
り
、
ど
う
し
た
の
か
と
思
っ
た
が
、
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
ず
、
エ
ケ
レ
ジ
ア
の
寺
に
戻
っ
た
。

　

他
の
弟
子
た
ち
が
集
ま
っ
て
、「
そ
の
様
、
さ
て
は
ユ
ダ
、
お
前
が
御
主

を
訴
え
た
の
か
、
不
届
き
者
め
」
と
口
々
に
戒
め
た
。
ユ
ダ
は
面
目
な
く

な
り
、
寺
の
脇
に
金
を
棄
て
て
、
そ
の
森
の
茂
み
に
入
り
、
首
を
く
く
っ

て
自
殺
を
と
げ
た
。
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ア
の
寺
の
脇
に
、
金
塚
と
い
う
場

所
が
残
っ
て
い
る五
十
六。

主
、
捕
え
ら
れ
る

　

こ
う
し
て
、
べ
レ
ン
（
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
）
の
国
の
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）

は
御
身
（
御
主
）
を
捕
ま
え
る
た
め
、
家
老
の
ポ
ン
シ
ヤ
と
ピ
ラ
ト
に
大

軍
を
与
え
、
ロ
ー
マ
の
国
に
派
遣
し
た五
十
七。
そ
し
て
、
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ヤ

の
寺
に
着
く
と
、「
者
ど
も
逃
す
な
」
と
指
揮
し
、
二
重
、
三
重
に
と
り
ま

い
た
。
御
主
は
少
し
も
騒
が
れ
ず
、「
ユ
ダ
は
何
処
に
い
る
の
か
。」
と
問

わ
れ
た
。
弟
子
た
ち
は
「
ユ
ダ
は
豹
変
し
た
の
で
、
わ
れ
ら
が
戒
め
ま
し

た
ら
、
面
目
を
失
い
、
山
中
で
自
死
し
ま
し
た
」
と
答
え
た
。
そ
れ
を
聞

い
た
御
主
は
、「
私
は
既
に
受
難
と
死
を
覚
悟
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
訴
え

出
て
も
自
殺
さ
え
し
な
け
れ
ば
助
け
た
の
に
。
残
念
な
こ
と
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た五
十
八。

　
（
ユ
ダ
が
自
殺
し
た
）
山
中
で
は
、
奈
落
（
地
獄
）
の
底
か
ら
炎
が
燃
え

上
が
り
、
イ
ン
ヘ
ル
ノ
（
地
獄
）
の
火
炎
の
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
捕

手
の
悪
人
ら
に
、
地
獄
を
見
せ
し
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

捕
手
の
者
た
ち
は
こ
れ
を
見
て
大
層
驚
い
た
が
、
そ
れ
で
も
御
主
の
手

を
、
恐
れ
多
く
も
首
か
ら
縄
で
厳
重
に
縛
り
あ
げ
、
ロ
ー
マ
の
国
に
引
き

立
て
た
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
羊
に
縄
を
か
け
て
引
き
た
て
る
様
で
あ
っ
た
。

御
主
は
「
速
く
歩
け
」
と
鞭
打
た
れ
、「
愚
鈍
な
奴
」
と
棒
で
打
た
れ
、
無

理
無
体
に
引
き
立
て
ら
れ
て
べ
レ
ン
の
国
（
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
）
に
連
行
さ
れ

た五
十
九。

　

間
も
な
く
し
て
、
帝
王
ヘ
ロ
デ
の
前
に
引
き
出
さ
れ
た
。（
帝
王
は
、
御

主
を
）
見
下
し
て
「
捕
手
の
者
ど
も
御
苦
労
で
あ
っ
た
、
そ
の
御
主
と
い

う
奴
は
奇
跡
を
演
ず
る
と
聞
く
か
ら
、
油
断
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
柱

（5）

に
括
り
つ
け
よ
」
と
命
じ
た
。（
捕
手
は
）「
畏
ま
り
ま
し
た
」
と
、
言
わ

れ
た
通
り
に
括
り
つ
け
、「
骨
も
砕
け
よ
」
と
嘲
笑
す
る
と
、
竹
が
微
塵
に

砕
け
た
。

　
（
御
主
の
）
御
口
に
は
苦
い
も
の
や
、
辛
い
も
の
な
ど
が
入
れ
ら
れ
、
御

頭
に
は
金
輪
の
冠
が
打
ち
込
ま
さ
れ
、
そ
の
体
か
ら
流
れ
る
血
潮
は
滝
の

水
の
よ
う
で
あ
っ
た六
十。
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
は
、「
数
万
の
幼
子
た
ち

を
殺
害
さ
せ
た
の
も
、
そ
奴
の
所
為
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
三
十
三
間
の
台

に
乗
せ
、
カ
ル
ワ
リ
ヤ
ウ
ガ
（
ゴ
ル
ゴ
ダ
）
の
嶽
に
、
引
き
ず
り
出
し
て

磔
に
せ
よ
」
と
怒
っ
て
言
っ
た
。
御
主
は
強
制
的
に
連
行
さ
れ
た
。

　

主
、
連
行
さ
れ
る

　

こ
こ
に
三
チ
リ
島
（
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
の
島
）
と
い
う
所
が
あ
っ
た六
十
一。
こ

こ
に
ク
ロ
ウ
ス
（
十
字
架
）
の
木
と
い
う
六
十
六
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
大

木
が
あ
っ
た
。
こ
の
木
の
根
元
に
デ
ウ
ス
が
天
下
り
、
火
を
付
け
る
と
、

そ
の
火
は
消
え
る
こ
と
な
く
永
遠
に
燃
え
続
く
と
い
う
。
こ
の
木
が
焼
け

て
し
ま
う
と
、
こ
の
世
界
は
わ
ず
か
な
時
間
に
、
天
火
と
地
火
が
一
度
に

和
し
て
焼
き
滅
ぼ
さ
れ
る
と
い
う
。
恐
ろ
し
や
、
な
ん
と
も
恐
れ
多
い
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
根
元
の
三
十
三
メ
ー
ト
ル
は
（
来
る

日
の
た
め
に
）
残
し
て
、
上
部
の
三
十
三
メ
ー
ト
ル
を
切
り
取
っ
て
磔
の

台
を
作
り
、
御
主
に
担
が
せ
て
、
カ
ル
ワ
竜
ヶ
嶽
（
ゴ
ル
ゴ
ダ
）
に
連
行

し
た六
十
二。

　
（
連
行
さ
れ
る
）
道
で
、
べ
ロ
ウ
ニ
カ
（
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
）
と
い
う
水
汲
み

女
性
に
出
会
っ
た六
十
三。

彼
女
は
御
主
を
憐
れ
に
思
い
、「
お
い
た
わ
し
い
」
と
、

御
主
の
血
の
汗
を
拭
っ
て
、
水
を
差
し
上
げ
た
。
御
主
は
そ
れ
を
手
に
し

て
悦
ん
で
お
飲
み
に
な
り「
あ
り
が
た
い
、助
け
ら
れ
た
。」と
い
っ
た
。（
彼

女
の
差
し
出
し
た
）
手
拭
い
に
、
御
姿
が
映
り
だ
さ
れ
た
の
で
、
水
汲
み

の
女
性
は
「
も
っ
た
い
な
い
こ
と
」
と
思
い
、
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ヤ
の
寺

に
納
め
た
。

　

こ
う
し
て
、
御
主
は
、
ゴ
ル
ゴ
ダ
に
連
行
さ
れ
た
。
こ
こ
に
死
罪
に
処

せ
ら
れ
た
罪
び
と
が
二
人
い
た
。
中
央
に
御
主
が
御
手
足
を
大
釘
で
討
ち

付
け
ら
れ
、
そ
の
左
右
に
二
人
の
罪
び
と
が
か
ら
め
つ
け
ら
れ
た
。
左
の

罪
び
と
が
、「
今
ま
で
多
く
の
仕
置
き
を
う
け
た
が
、
こ
の
よ
う
な
酷
い
仕

置
き
は
初
め
て
だ
。
こ
れ
も
皆
、御
前
の
所
為
だ
」と
御
主
に
恨
み
言
を
言
っ

た
。
そ
れ
を
聞
い
た
右
の
罪
び
と
は
「
そ
れ
は
、そ
な
た
の
心
得
ち
が
い
だ
。

我
々
は
大
罪
び
と
だ
が
、御
主
は
何
の
罪
も
犯
し
て
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、

こ
の
よ
う
な
仕
置
き
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
御
い
た
わ
し
い
か
ぎ
り

だ
」
と
い
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
右
の
罪
び
と
の
出
生
を
詳
し
く
尋
ね
る
と
、
御
主
ご

誕
生
の
時
、
御
主
が
使
っ
た
産
湯
の
残
り
湯
を
か
け
た
瘡
子
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
は
、
命
が
絶
え
る
ば
か
り
の
悪
瘡
が
生
じ
て
い
た
が
、
そ
の
湯
を

か
け
る
と
不
思
議
に
も
瘡
が
完
治
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
成
長
と
共
に

悪
心
と
な
り
、遂
に
死
罪
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
御
主
の
最
後
に
、

共
に
十
字
架
に
か
か
り
、
御
供
す
る
と
い
う
こ
と
は
因
縁
な
こ
と
で
あ
る六
十
四。

金
に
目
が
く
ら
ん
だ
盲
人
の
話

　

カ
ル
ワ
竜
ヶ
嶽
（
ゴ
ル
ゴ
ダ
）
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
拷
問
が
あ
っ
た
。
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長
崎
に
伝
承
さ
れ
る
聖
書
物
語
『
天
地
始
之
事
』（
後
編
）

朝
五
カ
条
の
祈
り

　

こ
う
し
て
十
二
年
の
間
に
、
御
母
サ
ン
タ
丸
や
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

い
る
蜘
蛛
の
糸
を
取
り
天
の
羽
衣
を
織
っ
て
、
御
身
（
御
主
）
の
着
物
を

縫
わ
れ
た
。

　

ば
ら
ん
堂
（
聖
堂
）
と
い
う
所
に
学
匠
等
（
仏
僧
）
と
い
う
者
が
い
た四
十
三。

こ
の
人
は
、
学
問
に
秀
れ
、
す
べ
て
の
経
文
を
熟
読
さ
れ
る
と
聴
き
、（
御

主
は
）
そ
の
人
の
も
と
で
学
問
を
し
よ
う
と
お
考
え
に
な
り
、
そ
こ
へ
赴

か
れ
た
。
御
母
サ
ン
タ
丸
や
は
、
三
日
三
晩
か
け
て
（
い
な
く
な
っ
た
御

主
を
）探
さ
れ
、ば
ら
ん
堂
で
見
つ
け
た四
十
四。

朝
五
カ
条
の
お
喜
び
の
オ
ラ
シ
ョ

（
祈
り
）
と
は
、
即
ち
こ
の
時
の
祈
り
で
あ
る四
十
五。

　

仏
僧
は
椅
子
に
上
が
り
「
南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
の
妙
号
を
唱
え
れ
ば
、

極
楽
に
成
仏
す
る
こ
と
は
疑
い
な
し
」
と
（
話
を
）
進
め
た
。

　

そ
れ
を
聴
い
た
御
主
が
、「
そ
の
妙
号
を
唱
え
て
、
死
後
に
行
く
先
と
は
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
」
と
問
う
と
、
仏
僧
は
「
死
後
の
こ
と
に
つ

い
て
は
十
分
明
ら
か
で
な
い
が
、弘
誓
の
船
に
乗
り
、悪
人
は
地
獄
に
落
ち
、

善
人
は
極
楽
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
、
疑
い
な
い
」
と
言
う
。

御
主
：「
そ
の
極
楽
と
は
何
処
に
あ
る
の
で
す
か
」

仏
僧
：「
弘
誓
の
船
に
乗
れ
ば
、
極
楽
世
界
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
疑
い
な

い
」

御
主
：「
た
だ
疑
い
な
い
、
と
言
わ
れ
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
天
地
日
月
人

間
万
物
は
ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
た
の
で
す
か
、
お
聞
か
せ
下
さ

い
」

仏
僧
：「
私
は
未
熟
な
の
で
知
ら
な
い
。
そ
な
た
は
そ
れ
を
ご
存
知
か
」

御
主
：「
そ
れ
で
は
語
っ
て
お
き
か
せ
ま
し
ょ
う
」

　
（
仏
僧
は
）
椅
子
か
ら
下
り
て
、
御
主
を
上
座
に
招
い
た四
十
六。

　

御
主
は
話
し
始
め
た
。
天
の
高
さ
、
地
の
深
さ
、
八
万
余
り
。「
仏
」
と

拝
ん
で
い
る
の
は
、
天
の
御
主
、
天
帝
（
デ
ウ
ス
）
の
こ
と
、
人
間
の
死

後
の
救
い
を
成
就
さ
れ
る
仏
と
は
デ
ウ
ス
の
こ
と
で
す
。
こ
の
仏
・
デ
ウ

ス
が
天
地
日
月
を
創
ら
れ
、パ
ラ
イ
ゾ
と
言
う
極
楽
を
創
ら
れ
、人
間
万
物
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
こ
の
仏
・
デ
ウ
ス
が
思
う
ま
ま
に
創
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
人
間
を
創
ら
れ
る
際
は
、
ご
自
分
の
四
分
の
息
を
入
れ
て

成
就
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
十
分
の
溜
息
を
つ
か
れ
た
た
め
に
、
そ

れ
が
悪
風
と
な
っ
て
、
島
に
集
ま
り
、
大
風
と
な
っ
て
敵
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
差
が
草
木
を
吹
き
枯
ら
し
、人
（
種
）
が
絶
滅
す
る
前
に
、天
か
ら
仏
・

長崎歴史文化博物館蔵／出津のキリシタンが先祖
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デ
ウ
ス
が
、
悪
風
を
止
め
る
た
め
に
七
十
五
里
吹
き
ま
し
た四
十
七。

　

な
る
ほ
ど
、
と
聴
い
て
い
た
仏
僧
や
門
弟
十
二
人
は
、「
私
た
ち
は
学
匠

と
呼
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
因
縁
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
日
か
ら
は
御
主
の
弟
子
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
。
御
主
は
「
出
来

る
だ
け
、
あ
な
た
た
ち
の
お
望
み
に
従
い
ま
し
ょ
う
。」
と
言
い
、
十
二
人

に
洗
礼
を
授
け
、
師
弟
の
約
束
を
な
さ
っ
た四
十
八。
寺
に
来
て
い
た
群
集
の
人
々

も
、「
我
も
我
も
」
と
洗
礼
を
授
か
り
、
コ
ン
エ
ソ
ウ
ル
（
聴
罪
司
祭
・
司

牧
者
）
と
し
て
仕
え
た
。

　
（
他
の
）
仏
僧
等
は
こ
れ
を
見
て
、
自
分
達
も
弟
子
と
な
っ
て
（
御
主
を
）

師
匠
と
し
て
敬
い
奉
ろ
う
と
考
え
た
が
、
今
ま
で
の
経
典
が
不
要
と
さ
れ
、

破
棄
さ
れ
る
と
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
、
と
思
案
し
、「
こ
れ
は
、
一
切
経

と
言
う
大
切
な
経
文
だ
」
と
言
い
争
い
、お
互
い
の
議
論
が
止
ま
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
御
主
は
「
そ
れ
で
は
、
真
偽
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
一

冊（『
聖
書
』）と
、あ
な
た
た
ち
の
持
っ
て
い
る
数
冊
を
比
較
し
て
み
ま
し
ょ

う
」
と
仰
せ
に
な
っ
た
。
重
さ
を
比
較
す
る
と
、経
文
数
冊
は
軽
く
、『
聖
書
』

は
殊
の
外
重
か
っ
た
。

　

こ
れ
を
見
て
、仏
僧
等
の
宗
論
は
止
み
、洗
礼
を
授
か
る
こ
と
を
望
ん
だ
。

　

仏
僧
等
は
「
じ
き
に
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
の
追
っ
手
が
せ
ま
り
、

御
主
の
探
索
が
厳
し
く
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、寺
も
、書
物
も
こ
の
ま
ま
で
、

洗
礼
を
授
け
て
下
さ
い
」
と
願
う
の
で
（
御
主
は
）、
洗
礼
を
授
け
、
そ
れ

か
ら
ロ
ウ
マ
（
ロ
ー
マ
）
の
国
を
目
指
し
て
十
二
人
の
弟
子
と
共
に
旅
発
っ

た
。

　

ロ
ー
マ
の
国
に
御
主
が
到
着
す
る
と
、
そ
こ
に
は
金
銀
を
散
り
ば
め
た
、

辺
り
も
輝
く
ほ
ど
の
御
堂
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
が
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ア

の
寺
（
聖
ペ
テ
ロ
大
聖
堂
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
（
御
主
は
）
こ
の
寺
で
人

間
の
来
生
の
救
済
を
広
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る四
十
九。

ヘ
ロ
デ
、
国
内
を
吟
味
す
る

　

帝
王
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
は
空
を
駆
け
、
土
の
中
ま
で
御
主
を
捜

索
し
た
が
居
場
所
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
庶
民
の
子
ど
も
の
中

に
紛
れ
込
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、「
国
中
の
生
ま
れ
子
、
七
歳
ま

で
の
子
ど
も
を
皆
殺
し
に
せ
よ
。」
と
い
う
御
触
れ
を
出
し
た
。
そ
し
て
、

四
万
四
千
四
百
四
十
四
人
の
子
ど
も
が
皆
殺
し
に
さ
れ
た五
十。
惜
し
い
と
も
、

憐
れ
と
も
、
い
ず
れ
に
も
例
え
よ
う
が
な
い
。
こ
の
こ
と
を
伝
え
聞
い
た

御
主
は
、
数
万
の
命
が
失
わ
れ
た
の
は
皆
、
自
分
の
所
為
で
あ
る
と
考
え
、

子
ど
も
た
ち
の
後
生
の
助
け
（
来
世
の
救
済
）
の
た
め
に
、ゼ
ゼ
丸
や
（
ゲ
ッ

セ
マ
ニ
の
森
）
で
苦
行
を
さ
れ
た
。

　

そ
こ
に
デ
ウ
ス
の
声
が
下
り
、「
数
万
の
幼
子
が
命
を
失
っ
た
の
は
、
皆

そ
な
た
の
巻
き
添
え
で
あ
る
。
幼
子
ら
が
パ
ラ
イ
ソ
（
天
国
）
の
快
楽
を

失
う
こ
と
は
、
心
も
と
な
い
。
故
に
、
死
ん
だ
幼
子
の
来
生
の
た
め
に
、

責
め
虐
げ
ら
れ
命
を
苦
し
め
て
、死
に
臨
む
よ
う
に
」
と
命
令
さ
れ
た五
十
一。（
御

主
は
）
ハ
ッ
と
平
伏
し
て
、
血
の
汗
を
流
さ
れ
た
。
御
主
が
こ
の
時
に
唱

え
ら
れ
た
の
が
、
昼
五
カ
条
の
（
受
難
の
）
祈
り
で
あ
る五
十
二。

　

そ
の
後
、
御
主
は
、
ロ
ウ
マ
（
ロ
ー
マ
）
の
国
、
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ヤ

の
寺
に
戻
り
、
悪
人
に
苦
し
め
ら
れ
て
命
を
捧
げ
よ
う
と
お
考
え
に
な
っ

た
。

　

さ
て
、
そ
の
頃
、
御
弟
子
の
中
の
十
ダ
ツ
（
ユ
ダ
）
と
い
う
者
に
、
悪
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長
崎
に
伝
承
さ
れ
る
聖
書
物
語
『
天
地
始
之
事
』（
後
編
）

朝
五
カ
条
の
祈
り

　

こ
う
し
て
十
二
年
の
間
に
、
御
母
サ
ン
タ
丸
や
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

い
る
蜘
蛛
の
糸
を
取
り
天
の
羽
衣
を
織
っ
て
、
御
身
（
御
主
）
の
着
物
を

縫
わ
れ
た
。

　

ば
ら
ん
堂
（
聖
堂
）
と
い
う
所
に
学
匠
等
（
仏
僧
）
と
い
う
者
が
い
た四
十
三。

こ
の
人
は
、
学
問
に
秀
れ
、
す
べ
て
の
経
文
を
熟
読
さ
れ
る
と
聴
き
、（
御

主
は
）
そ
の
人
の
も
と
で
学
問
を
し
よ
う
と
お
考
え
に
な
り
、
そ
こ
へ
赴

か
れ
た
。
御
母
サ
ン
タ
丸
や
は
、
三
日
三
晩
か
け
て
（
い
な
く
な
っ
た
御

主
を
）探
さ
れ
、ば
ら
ん
堂
で
見
つ
け
た四
十
四。

朝
五
カ
条
の
お
喜
び
の
オ
ラ
シ
ョ

（
祈
り
）
と
は
、
即
ち
こ
の
時
の
祈
り
で
あ
る四
十
五。

　

仏
僧
は
椅
子
に
上
が
り
「
南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
の
妙
号
を
唱
え
れ
ば
、

極
楽
に
成
仏
す
る
こ
と
は
疑
い
な
し
」
と
（
話
を
）
進
め
た
。

　

そ
れ
を
聴
い
た
御
主
が
、「
そ
の
妙
号
を
唱
え
て
、
死
後
に
行
く
先
と
は
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
」
と
問
う
と
、
仏
僧
は
「
死
後
の
こ
と
に
つ

い
て
は
十
分
明
ら
か
で
な
い
が
、弘
誓
の
船
に
乗
り
、悪
人
は
地
獄
に
落
ち
、

善
人
は
極
楽
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
、
疑
い
な
い
」
と
言
う
。

御
主
：「
そ
の
極
楽
と
は
何
処
に
あ
る
の
で
す
か
」

仏
僧
：「
弘
誓
の
船
に
乗
れ
ば
、
極
楽
世
界
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
疑
い
な

い
」

御
主
：「
た
だ
疑
い
な
い
、
と
言
わ
れ
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
天
地
日
月
人

間
万
物
は
ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
た
の
で
す
か
、
お
聞
か
せ
下
さ

い
」

仏
僧
：「
私
は
未
熟
な
の
で
知
ら
な
い
。
そ
な
た
は
そ
れ
を
ご
存
知
か
」

御
主
：「
そ
れ
で
は
語
っ
て
お
き
か
せ
ま
し
ょ
う
」

　
（
仏
僧
は
）
椅
子
か
ら
下
り
て
、
御
主
を
上
座
に
招
い
た四
十
六。

　

御
主
は
話
し
始
め
た
。
天
の
高
さ
、
地
の
深
さ
、
八
万
余
り
。「
仏
」
と

拝
ん
で
い
る
の
は
、
天
の
御
主
、
天
帝
（
デ
ウ
ス
）
の
こ
と
、
人
間
の
死

後
の
救
い
を
成
就
さ
れ
る
仏
と
は
デ
ウ
ス
の
こ
と
で
す
。
こ
の
仏
・
デ
ウ

ス
が
天
地
日
月
を
創
ら
れ
、パ
ラ
イ
ゾ
と
言
う
極
楽
を
創
ら
れ
、人
間
万
物
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
こ
の
仏
・
デ
ウ
ス
が
思
う
ま
ま
に
創
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
人
間
を
創
ら
れ
る
際
は
、
ご
自
分
の
四
分
の
息
を
入
れ
て

成
就
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
十
分
の
溜
息
を
つ
か
れ
た
た
め
に
、
そ

れ
が
悪
風
と
な
っ
て
、
島
に
集
ま
り
、
大
風
と
な
っ
て
敵
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
差
が
草
木
を
吹
き
枯
ら
し
、人
（
種
）
が
絶
滅
す
る
前
に
、天
か
ら
仏
・
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デ
ウ
ス
が
、
悪
風
を
止
め
る
た
め
に
七
十
五
里
吹
き
ま
し
た四
十
七。

　

な
る
ほ
ど
、
と
聴
い
て
い
た
仏
僧
や
門
弟
十
二
人
は
、「
私
た
ち
は
学
匠

と
呼
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
因
縁
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
日
か
ら
は
御
主
の
弟
子
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
。
御
主
は
「
出
来

る
だ
け
、
あ
な
た
た
ち
の
お
望
み
に
従
い
ま
し
ょ
う
。」
と
言
い
、
十
二
人

に
洗
礼
を
授
け
、
師
弟
の
約
束
を
な
さ
っ
た四
十
八。
寺
に
来
て
い
た
群
集
の
人
々

も
、「
我
も
我
も
」
と
洗
礼
を
授
か
り
、
コ
ン
エ
ソ
ウ
ル
（
聴
罪
司
祭
・
司

牧
者
）
と
し
て
仕
え
た
。

　
（
他
の
）
仏
僧
等
は
こ
れ
を
見
て
、
自
分
達
も
弟
子
と
な
っ
て
（
御
主
を
）

師
匠
と
し
て
敬
い
奉
ろ
う
と
考
え
た
が
、
今
ま
で
の
経
典
が
不
要
と
さ
れ
、

破
棄
さ
れ
る
と
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
、
と
思
案
し
、「
こ
れ
は
、
一
切
経

と
言
う
大
切
な
経
文
だ
」
と
言
い
争
い
、お
互
い
の
議
論
が
止
ま
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
御
主
は
「
そ
れ
で
は
、
真
偽
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
一

冊（『
聖
書
』）と
、あ
な
た
た
ち
の
持
っ
て
い
る
数
冊
を
比
較
し
て
み
ま
し
ょ

う
」
と
仰
せ
に
な
っ
た
。
重
さ
を
比
較
す
る
と
、経
文
数
冊
は
軽
く
、『
聖
書
』

は
殊
の
外
重
か
っ
た
。

　

こ
れ
を
見
て
、仏
僧
等
の
宗
論
は
止
み
、洗
礼
を
授
か
る
こ
と
を
望
ん
だ
。

　

仏
僧
等
は
「
じ
き
に
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
の
追
っ
手
が
せ
ま
り
、

御
主
の
探
索
が
厳
し
く
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、寺
も
、書
物
も
こ
の
ま
ま
で
、

洗
礼
を
授
け
て
下
さ
い
」
と
願
う
の
で
（
御
主
は
）、
洗
礼
を
授
け
、
そ
れ

か
ら
ロ
ウ
マ
（
ロ
ー
マ
）
の
国
を
目
指
し
て
十
二
人
の
弟
子
と
共
に
旅
発
っ

た
。

　

ロ
ー
マ
の
国
に
御
主
が
到
着
す
る
と
、
そ
こ
に
は
金
銀
を
散
り
ば
め
た
、

辺
り
も
輝
く
ほ
ど
の
御
堂
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
が
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ア

の
寺
（
聖
ペ
テ
ロ
大
聖
堂
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
（
御
主
は
）
こ
の
寺
で
人

間
の
来
生
の
救
済
を
広
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る四
十
九。

ヘ
ロ
デ
、
国
内
を
吟
味
す
る

　

帝
王
ヨ
ロ
ウ
テ
ツ
（
ヘ
ロ
デ
）
は
空
を
駆
け
、
土
の
中
ま
で
御
主
を
捜

索
し
た
が
居
場
所
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
庶
民
の
子
ど
も
の
中

に
紛
れ
込
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、「
国
中
の
生
ま
れ
子
、
七
歳
ま

で
の
子
ど
も
を
皆
殺
し
に
せ
よ
。」
と
い
う
御
触
れ
を
出
し
た
。
そ
し
て
、

四
万
四
千
四
百
四
十
四
人
の
子
ど
も
が
皆
殺
し
に
さ
れ
た五
十。
惜
し
い
と
も
、

憐
れ
と
も
、
い
ず
れ
に
も
例
え
よ
う
が
な
い
。
こ
の
こ
と
を
伝
え
聞
い
た

御
主
は
、
数
万
の
命
が
失
わ
れ
た
の
は
皆
、
自
分
の
所
為
で
あ
る
と
考
え
、

子
ど
も
た
ち
の
後
生
の
助
け
（
来
世
の
救
済
）
の
た
め
に
、ゼ
ゼ
丸
や
（
ゲ
ッ

セ
マ
ニ
の
森
）
で
苦
行
を
さ
れ
た
。

　

そ
こ
に
デ
ウ
ス
の
声
が
下
り
、「
数
万
の
幼
子
が
命
を
失
っ
た
の
は
、
皆

そ
な
た
の
巻
き
添
え
で
あ
る
。
幼
子
ら
が
パ
ラ
イ
ソ
（
天
国
）
の
快
楽
を

失
う
こ
と
は
、
心
も
と
な
い
。
故
に
、
死
ん
だ
幼
子
の
来
生
の
た
め
に
、

責
め
虐
げ
ら
れ
命
を
苦
し
め
て
、死
に
臨
む
よ
う
に
」
と
命
令
さ
れ
た五
十
一。（

御

主
は
）
ハ
ッ
と
平
伏
し
て
、
血
の
汗
を
流
さ
れ
た
。
御
主
が
こ
の
時
に
唱

え
ら
れ
た
の
が
、
昼
五
カ
条
の
（
受
難
の
）
祈
り
で
あ
る五
十
二。

　

そ
の
後
、
御
主
は
、
ロ
ウ
マ
（
ロ
ー
マ
）
の
国
、
三
タ
・
エ
ケ
レ
ジ
ヤ

の
寺
に
戻
り
、
悪
人
に
苦
し
め
ら
れ
て
命
を
捧
げ
よ
う
と
お
考
え
に
な
っ

た
。

　

さ
て
、
そ
の
頃
、
御
弟
子
の
中
の
十
ダ
ツ
（
ユ
ダ
）
と
い
う
者
に
、
悪
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『人文研究』編集規程

（趣旨）
1. 桜美林大学人文学系および芸術・文化学系における学術研究の促進を図るため、『人文研

究』（以下、「紀要」という）を発行する。
（編集委員会）
2. 紀要の編集および発行は、編集委員会のもとで行い、原則として、毎年度 1 号を刊行する。
3. 紀要委員会が編集委員会を構成する。紀要委員会は、人文学系および芸術・文化学系の

全学研究委員各 1 名および紀要委員若干名からなり、各学系長が学系会議の議を経て学
系所属の専任教員に委嘱し、委員長 1 名、副委員長 1 名を互選する。委員の任期は 2 年
とし、再任を妨げない。

（投稿資格）
4. 本学人文学系および芸術・文化学系所属の専任教員、その他編集委員会が認めた本学教

員とする。投稿論文多数の場合、本学人文学系および芸術・文化学系所属の専任教員の
論文を優先する。

（掲載論文など）
5. 紀要に掲載する論文は、人文学的な視点を有する未発表の論文または研究ノートとし、

その種別は投稿者の判断によるものとする。
6. 論文の投稿および執筆に関する必要事項については「投稿規程」と「執筆要領」を別に

定める。
7. 原稿の採否および掲載時期は、編集委員会の審査を経て決定する。編集委員会は必要に

応じて修正等を依頼する。
8. 執筆者による校正は 2 回までとする。

（著作権および電子化の権利）
9. 紀要に掲載された論文の著作権は、執筆者に属し、その内容についての責任は執筆者が

負うものとする。
10. 原則として、執筆者は、紀要に掲載された論文を本学または本学が委託する機関が電子

化し、インターネット等を介して公開することを許諾する。ただし、所定の手続きを経て、
電子化および公開を行わないよう申請することができる。

（その他）
11. 抜刷は一篇につき 30 部を執筆者に配付する。30 部を超える部数を希望する場合の費用

は、執筆者の負担とする。
12. 本規程の改廃は、編集委員会が発議し、人文学系会議および芸術・文化学系会議の承認

をもって行う。

附則
本規程は、平成 21 年 4 月 22 日から施行する。
本規程は、平成 22 年 7 月 28 日より施行する。

（1）

は
じ
め
に

　

一
八
六
五
年
に
、
浦
上
の
潜
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又
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